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電
子
計
算
機
処
理
に
係
る

個

人

情

報

保

護

条

例

４
／
１

施

行

高
度
情
報
化
社
会
に
対
応

松
戸
市
の
「
電
子
計
算
機
処
理

に
係
る
個
人
情
報
保
護
条
例
」
が

昨
年
六
月
定
例
市
議
会
で
可
決
さ

れ
、
い
よ
い
よ
平
成
元
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

今
の
時
代
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
時
代
と
も
言
わ
れ
、
広
い
分
野

で
電
算
処
理
に
よ
る
業
務
の
合
理

化
が
図
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
で
も
、
全
国
の

九
八
・
四
％
の
自
治
体
が
何
ら
か

の
形
で
、
電
算
機
卆
利
用
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
電
算
化
が
進
む
に
つ

れ
、
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
が
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
で
す
。

高
度
情
報
化
社
会
が
進
展
し
て

く
る
と
個
人
情
報
の
侵
害
（
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
侵
害
）
が
浮
き
ぽ
り

に
さ
れ
、
市
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
き

ま
す
。

保
護
対
策

そ
こ
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

対
策
が
各
自
治
体
で
検
討
さ
れ
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
条
例
が
制

定
さ
れ
て
き
て
い
未
呪

個
人
情
報
保
護
条
例
が
制
定
さ

れ
て
い
る
地
方
自
治
体
は
五
百
十

団
体
で
、
県
内
で
は
八
市
が
既
に

制
定
し
て
い
ま
す
が
、
松
戸
市
も

四
月
一
日
か
ら
保
護
条
例
が
施
行

さ
れ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
時
代
の

対
応
に
一
歩
前
進
す
る
こ
と
に
な

呈

子

。

松
戸
市
で
施
行
さ
れ
る
条
例
の

特
徴
は
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
関

が
取
り
扱
う
事
務
の
う
ち
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
を
し
て
い
る
個

人
情
報
（
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
て

い
る
住
民
基
本
台
帳
、
市
・
県
民

税
や
固
定
資
産
税
の
課
税
台
帳
な

ど
）
が
保
護
の
対
象
と
さ
れ
て
い

孚

。

保険料・各種税手数料・

③
（
個
人
参
加
の
原
則
）
市
が

保
有

し
て
い

る
自
分
の
個
人
情
報
に
つ

い
て
閲
覧

請
求
を
す
る
こ
と
が
で

き

、
も
し

、
自
分
の
個
人
情

報
の

記

録
に

間
違
い
が
あ
れ

ば
訂
正
請

求
か
ず

る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め

て
い
ま

す
。
さ
ら
に
市
の
機
関
の

処
分
に

対
し
て

は
、
異
議
申
し
立

て
が
で
き

る
救
済
手
続
き

を
定
め
。

「
松
戸
市

個
人

情
報
保
護
審
議
会
」

吊

長
の
諮
問
機

関
）
を
設
置
し
て

個
人
情

報
を
保
護
す
る
た
め
慎

重

な
配
慮
を
し
て

い
ま
す
。

④
（
適
性
管
理
の
原
則
）
市
が

個
人

情

報
を
処
理

す
る
と
き
や

変
更
す

る
と
き
は

、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
の
機

関
は
、
市

長
に

そ
の
旨
を
届
け
出

る
も
の
と
し

、
情
報
の
漏
洩
な
ど

の

事
故
防
止
に
つ

い
て

の
安
全
性

の
確
保
を

図
る
こ
と
を
定
め
て
い

ま
す
。

⑤
（
責
任
明
確
化
の
原
則
）
市
で

は

個
人
情
報

を
保
護
す
る
た
め
の

管

理
体
制
を
確
立
し
、
市
の
機
関
相

互
の
総
合
的
な
調
整
を
図
る
た
め

総
括
管
理
者
を
定
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

市
民
福
祉
の
向
上

と
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
め
ざ
し
て

市
が
取
り
扱

う
業
務
に
つ
い
て

、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
を
利
用
す

る
こ

と
は
、
今
や

業
務
の
円

滑
、
迅
速

な
処
理
を
行
ラ

た
め
に

欠
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん

。

今
後
ま
す

ま
す
広
範
囲
に
わ
た

っ
て

、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ

ー
利
用

が

多
様
化
す

る
こ

と
が
予
測
さ
れ

る

中

、
個
人

情
報
の
保
護
を
図
り
な

が
ら

、
市
民
福
祉
の
向
上
と
よ
り

高
い

行
政
水
準
を
め

ざ
し
て
い
く

も
の
で

す
。

マ

詳
細
…
事
務
管
理
課

ｌ

プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
の
五
原
則

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
処
理
に

係
る

個
人
情
報
の
具
体
的

な
保
護

対
策

と
し
て

、
次
の
五
つ
の
原
則

が
、

規
定
さ
れ
て
い
ま
す

。

①
（
収
集
制
限
の
原
則

）
市
が
個
人

情
報
を
収
集
す
る
夊

汪

、
直
接

そ

の
個
人
か
ら
市
の
業
務
の
範
囲

内
で

収
集
す
る
こ
と
息

鱈

て

い

ま
す
。

②
（
利
用
制
限
の
原
則
）
市
が
保
有

し
て
い

る
個
人

情
報
か
利

用
目
的

の

範
囲
を

超
え
て

利
用
す
る
と
き
、

ま
た
は

市
の
機

関
以
外
に
提
出
す

る
必
要
か
お

る
と
き
は
、
原
則
と

し
て

あ
ら
か

じ

め
本
人

の
同
意
を

得

る
こ
と
を
含

め
て
い

ま
す
。
ま

た
、
国
や

他
の
地
方
公

共
団
体
と

の
通
信
回
線
に

よ
る
コ
ン

ピ
ュ
ー

タ
ー
の
結
合
を
原
則

と
し
て

禁
止

し
て

い
ま
す

。

今

月

の

納

期

は

４

事
業
所
税
・
上

月
決
算
の
法
人
と
、
一
月
中
に
事
業
所
用

家
屋
を
新
増
築
し
た
建
築
主
は
三
月
が
申
告
納
付
月
で
す
。

奉
国
民
健
康
保
険
料
＝
・
第
十
期

手
国
民
年
金
保
険
料
・
＝
三
月
分

納

め

忘

れ

て

い

ま

せ

ん

か
（
6
3
年

度

分

）

‘・
Ｅ市
・
県
民
税

奉
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

‘・
」軽
自
動
車
税

早
め
に
納
付
（
納
入
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

安全・確実な

口座振替のご利用を

まつど

松
戸
市
で
は
、「
電
子
計
算
機
処
理
に
係
る
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
」
が
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

高
度
情
報
化
時
代
の
今
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
は
大
き

な
社
会
問
題
に
ま
で
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
施
行
さ
れ
る
条
例
で
は
、
「
五
原
則
」
を
定

め
、
電
算
処
理
に
関
す
る
個
人
情
報
の
保
護
を
目
的
と
し

た
も
の
で
す
。

プライバシーは保護されなければなりません

市政を知るチャンスです

市政見学会の団体申込み受付中

白

時
＝
・
祝
日

と
年
末
年
始
か
咥

く
毎
週
水

曜
日
、

午
前
九
時

（
市
役
所
正
面
玄

関
集

合
）
～

午
後
三

時
三
十
分

・
コ
ー
ス

…
市
役
所
～
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー

～
公

設
地
方
卸
売
市
場
（
南
部
市
場
了

消

防
局
～

小
金
原
市
民
セ
ン
タ
人

昼
食
了

ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
～
資

胛

‥ｙ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
～
文
化
ホ

ー
ル

（
解
芭

こ
二
月

二
十
二
日
・
二
十
九
日
は

、
市
役
所

～
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
～
消
防

局
～
公

設

地
方
卸
売
市
場
（
北
部
市
場
了

八
柱
市
民

セ
ン
タ
人

昼
食
）
以
下

同
じ

走

員
・
三

十
人

（
団
体

）

ｙ
対
象
・
：
町
会
・
自
治
会

・
婦
人

会
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
な
ど
の
団
体

ｙ
費
用
＝
・
無
料

ｙ
申
込
み
・
＝
電
話
で

広
報
課
へ

オ
ー
プ
ン
記
念

松
戸
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

奉
富
士
百
景
写
真
展
（
出
展
＝
写
団
富
士
愛
好
会
）
・
三

月

二
十
九
日
（
水
了

四
月
十
五
日
玉

）

マ
詳
細
・
＝
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
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外
来
患
者
の
対
応
と
救
急
体
制
を
強
化

順 調 に 進む 市 立 病院 別 館 増 築工 事

と
き
わ
平
桜
ま
つ
り

４

月

１

日
（
土

）・
２

日
（

日

）

たくさんの人でにぎわう桜まつり( 昨年撮影)

増
築
を
行
っ
て
い
た
市
立
病
院
に
、
間
も
な
く
別
館

が
完
成
し
ま
す
。

完
成
す
る
別
館
に
は
、
検
査
お
よ
び
放
射
線
部
門
、

機
能
訓
練
室
、
手
術
室
を
移
転
さ
せ
、
新
た
に
救
急
部

を
設
け
ま
す
。

ま
た
、
移
転
に
よ
り
余
裕
を
生
じ
た
既
設
部
門
で
は
、

集
中
治
療
室
お
よ
び
救
急
外
来
の
拡
張
と
外
来
の
混
雑

を
緩
和
す
る
た
め
、
外
来
治
療
室
の
拡
張
と
設
備
の
充

実
が
図
ら
れ
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
二
ヵ
年

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
市
立

跼
院
の
別
館
増
築
工
事
が
、
間
も

な
く
完
了
し
、
四
月
か
ら
使
用
開

始
さ
れ
耒
す
。

新
し
く
完
成
す
る
別
館
は
、
市

立
病
院
に
隣
接
し
て
い
た
附
属
看

護
専
門
学
校
と
看
護
婦
寮
を
移
転

さ
せ
た
跡
地
に

建
て
ら
れ
た
地
上

五
階
、
地
下
一
階
建
て
、
延
べ
床

面
積
七
、
五
二

丁

九
平
方
だ
の

鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
で
す
。

総
工

事
費
は
、
約
二

十
七

億
一

千
七

百
万
円
で

す
。

充

実

す

る

医

療

設

備

新

設
さ
れ
る

別
館
に
は

、
新
た

に
六

十
二
の

病
床
が
設
け
ら

れ
、

中

仙

宍一
院
の
一
般

病
床

数
は

、
五

百

八
十
床
か
ら
六
百
四

十
二
床
に

増
え

ま
す

。

増
床
さ
れ
る
六
十
二
床
の
う

ち

二
十

床
は

、
救
急
体
制
（
第
三
次

救
急

シ
ス
テ
ム
）
の
充
実
強
化

を

マ
日

時
・・
白

月

一
日

呈

）
正
午
～

午
後
八
時
、
二
日

百

）
午
前
十

時
～
午
後
七
時

※
開
花
時
期
に
よ

っ
て
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

マ
会

帶

：
八
柱
駅
か
ら
五

香
駅
ま

で

の
区
間

マ
歩
行
者
天
国
＝
・
常
盤
平
二
丁
目
・

公

団
西
ロ
バ
ス
停
前
か
ら
五
香

駅
ま
で

の
さ
く
ら
通
り
と
常
盤

平
駅
か
ら
西
友
常
盤
平
店
先
の

交

差
点
ま
で
の
け

や
き
通
り

マ
内

容
・
＝
各
種
パ
レ
ー

ド
な
ど

〔

お
　

願
　
　

い

〕

①
駐

車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

周
辺
一
帯
は
駐
車
禁
止
で
す
の

で

、
電
車
・
バ
ス
を
利

用
し
て

下

さ
い
。

マ

申
請
資
格
＝
・
①
経
済
的
理
由
で

高
校
に

就
学
さ
せ
る
こ
と
が
困

難

な
保
護

者
②
住
民

基
本
台
帳

に
登
録

さ
れ
引
き
続
き
市
内
に

一
年
以
上

居
住
し
て
い

る
こ

と

③
成
績

良
好
で

健
康
な
こ

と
④

学
校
教
育
法
に
よ

る
高
校
に

在

学
し
て
い

る
こ

と
⑤
法
令
そ

の

他
に
よ
り
こ
の

奨
（
修
）｛

蚕

と
類
似
の

学
資
給
付

を
受
け
て

い
な
い
こ
と

マ
支
給
額
（
月
額
）
・
＝
松
本
灣

奨

学
金
、
高
等
学
校
修

学
資
金
レ

各
一
万

一
千
円
以

内

ヱ

♀

三
年
度
実
績

（
公
立
高
校

六
千

九
百
円
・
私
立
高
校

一
万

一
千
円

）

▽
提
出
書
類
…
①
交
付
申
請
書

②

家
庭
状
況
調
書
③
在
学
高
校
長

か
ら
の
推
せ

ん
書

（
今
年
入
学

図
る
た
め
に
救
急
病
床
に
充
て
ら

れ
、
救
急
部
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
放
射
線
検
査
（
治
療
）

部
門
、
臨
床
検
査
部
門
、
機
能
訓

練
室
、
手
術
室
な
ど
を
別
館
に
移

転
・
集
中
さ
せ
、
効
率
的
な
治
療

を
行
え
る
ぶ
つ
に
し
ま
す
。

②
し

ょ
う
ぶ
公

園
・
花
見
月
公
園

は
、
三
月
二
十
四
日
（
金
了

四

月
二
十
四
日
（
月
）
の

期
間
、
午

後
九

時
古

覇

午
前
七
時
の
間

は

使
用
禁
止
で

す
。

③
ゴ
ミ
は

各
自
で

持
ち
帰
っ
て

下

第８回

の
生
徒
は
出
身
中

学
校
長
か
ら

の
推
せ
ん
書
）

④
成

績
証
明
書

申請を受け付けます

（
今
年
入
学
の
生
徒
は
出

身
中

学
校
長
か
ら
の
成

績
証
明

書
）

云

箆
の

移
転
に
伴
い

、
手
術
室

も
現
在
の
六
室
か
ら
八
室
に
増
や

し

、

全

身
用
Ｃ

Ｔ

ス

キ

ャ

才
一

息

男

と
す
る
最
新
式
の
医
療
器

機
の
導
入
、
あ
る
い
は
更
新
を
行

い
、
さ
ら
に
、
停
電
時
に
自
家
発

電
装
置
が
稼
働
す

る
ま
で
電
気

を

さ
い

。

④
期
間
中
、

歩
行

者
天
国

内
は

交

通
規
制
を
実

施
し

ま
す
。

マ
詳
細

…
松
戸
市
観
光
協
会

容
6
4

－
3
1
1
8

番

六
実
桜
ま
つ
り

路

必

４

月
１

日
（
土

）・
２

日
（
日

）

マ
日

時
…
四
月

一
日

ヱ

）
・
二
日

百

）
、
午
前
九

時
～

午
後
七
時

田
開
花

時
期
に
よ

っ
て

変
更
す
る

場
合

が
あ
り
ま

す
。

マ
会
乖

上
（
実
桜

通
り

マ
内
容
＝
・
歩
行

者
天

国
、
音
楽

パ

レ

ー
ト

、
山
車
・
み

こ
し
行
列
、

む
つ
み
民

謡
ほ

か
各
種
バ
レ
ー

ド
、
カ
ラ

才
ヶ

大
会
、
ふ

る
さ

と
電
話
、

金
魚
す
く
い

、
風

船

配

布
、
茶
席
・
花
見
さ
じ
き
な

ど
※
期
間
中
、

歩
行

者
天
国
内
は

交

通
規
制
を
実
施
し

ま
す

。

マ

詳
細

上
（

実

連
合
町

会
・
石
井

罸

い
1
2
0
2
6

番

⑤
在

学
証
明
書
（
入
学
証
明
書

）

⑤
住

首

ｔ
（
世

帯
全
員
）
⑦
収

入

証
明
書

（
勤
労

者
全
員
の
書

類
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
給
与
所

得
者
は
、
六
十
三
年
分
の
源

泉

徴

収
票
と
最
新
の
給
与
明

細
書
、

自
営
業
者
は
申

告
書
の
控
え
が

必
要
で

す
）

※
①
・

②
・

③
の
用
紙
は
、
援
護

課
備
え
付
け

の
用

紙
を

ご
使
用

下
さ
い
。

マ
申
込
み
・
＝
四
月
三
日

言

）
か
ら

十
七
日

月

）
ま
で
の
日

曜
日

を

除
く
午
前
九
時
か
ら
午

後
四

時

三
十
分
子

曜
日
は
正

午
ま
で
）

に

援
護
課
へ

※
継
続
し
て

受
給
す
る
人
も
新
た

に

申
請
が
必
要
で

す
。

マ

詳
細
・：
援
護

課
援
護
係

供

給

す

る

無

停

電

装

置

を

設

置

す

る

な

ど

、

設

備

面

の

充

実

を

図

り

ま

す

。

別

館

へ

移

転

し

た

後

の

既

存

の

施

設

は

、

改

修

を

行

っ

て

集

中

治

療

室

お

よ

矼

薤

外

来

な

ど

の

拡

張

が

図

ら

れ

半

子

。

マ

詳

細

Ｅ

市

立

病

院

管

財

課

岔
6
3

－

ｎ
／
￥
１

７

↑
⊥
内

線

９
（
一［｛

。χ
ｊ

１

番

デイ・サービス利用登録者募集

市は、現在デイ・サービス事業を実施しており

ますが、市内２ヵ所にあるデイ・サービスセンタ

ーでは、利用登録者を募集しています。

E〉申込み…ながいき課

再
生
自
転
車
を
販
売

マ
受
付
日
時

上

二
月
一
干

四
日

釡

）

・
二
十
五
日

壬

）
、
午
前
九
時

～
午

後
三

時
（
二

十
五
日

全

）

は
午

前
十
一
時
ま
否

マ
抽
選

・
販

売
日

時
…
三
月

二
十

五
日

玉

）
午
前
十
一
時
か
ら

マ
会
場
・
＝
生
載

炉
い

福
祉

セ
ン

タ

ー

（
金

ケ
作
二
七
七
レ

回

マ
台
数

・
価
格

…
四
十
台

こ

台

四
千
円
上

万
円

マ
交
通
…
五
香
駅
東
口
か
ら

新
京

成
バ
ス
「
小

新
山
行
き
」
で

、
新

栄
町
入

口
下
車

（
五
香
駅

午
前

九
時
十
九
分
・
四
十
八
分

、
十

時
十
七
分
発
が
あ
り

ま
芭

斑
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

、

車
で

の
来
場
は

ご
遠

慮
下

さ
い

。

マ
詳
細
：
生

き
が
い
福
祉

事
業
団

｛
一
8
4－

Ｑ
り
１
（
リ
ー
番

聴
覚
障
害
者
の
皆

さ
ん
に

「
電
話
お
願

い
手
帳
」

Ｎ
Ｔ
Ｔ
松
戸
電
報
電
話
局
で

は
、

耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
人
た
ち

が

外
出
先
で
緊
急
の

連
絡
が
必
要
に

な

っ
た

時
に
、
近
ぐ
に
い

る
人
に

電
話
連
絡
を

依
頼
す

る
「
電
話

お

願
い
手
帳
」
を
製
作
し
、
市

役
所

し
あ
わ
せ
課
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
報
電
話

局
で

差
し
上
げ
て
い
未
了
。

こ
の
手
帳
は
、

「
私
の
か
わ

り

消費税のしおりを配布地価評価等の無料相談

に

電
話
し
て
下

さ
い
」
と
用

件
な

ど
を
書
い

た
メ
モ
が
切
扛
離
せ

る

よ

う
に

な
っ
て

い
る
も
の
で
、「
三

分
間
の
ま
ご
こ
ろ

」
欠

昌

葉
に

皆

さ
ん
の

あ
た
た
か
い

ご
協
力
を

お

願
い
す

る
も
の
で
す
。

マ

詳
細
・
＝
Ｎ
Ｔ

Ｔ
松
戸
電
報
電
話

隨
｛
1
6
6－
2
9
9
1

番
ま
た
は

市
役
所
し
あ
わ
せ

課

４月１日からスタートする消

費税について、事業者の方はど

のような手続き、準備を行った

らよいのかを分かりやすくまと

めたしおり「４月からスタート

する消費税、事業者の方はどん

な準備をしたらいいの７」を作

成しました。

このしおりは、税務署と市役

所市民税課の窓口に備え付けて

あります。ご利用下さい。

l〉詳細…松戸税務署063-1171

番

E〉日時…４月３日(月)午前10時～午後４時

【〉会場…市役所本館１階市民相談室

【〉詳細…(社)日本不動産鑑定協会千葉県部会昔04

72-25-3049 番

市税の収納３月26日（日）も行います

昭和63年度分の市税の納付を忘れている人は、

3月26日(|))も市役所収納踝･各支所で午前９時～午

後４時まで取り扱いますので、ぜひ納入して下さ

し丶O

E〉詳細…収納課管理係

完
成
間
近
か
な
市
立
病
院
別
館
増
築
工
事

／

=高校修学,資金
■■-　 〃¶-¶a●-¶一丶･` ●･･･ ●･』

松 米 清 奨 学 釜



平成元年３月２０日広報まつど

市長の窓

▽
支
給
対
象
…
小
学
校
入
学
前
の

児
童
（
平
成
元

年
四
月
一
日
現

在

満

六

歳
未

満

）
を

含
む

十

八
歳
未
満
の
児
童
を
二
人
以
上

蕊

目
し
て
い

る
人
で

、
所
得
税

法
に
規
定
す
る
控
除
後
の
金
額

が
所
得
基
準
額
（
別

表
）
未
満
の

人
▽
手
当
月
額
・
：
児
童
二
人
＝
二
千

五
百
円

、
児
童
三
人
＝
五
千
円

※
支
給
月
は
六
月

・
十
月

・
二
月

で

す
。
各
支
給
月
の

十
日
以

降

に

指
定
金
融
機
関
で

受
け

取
っ

て
下

さ
い
。

年
計
画
の

事
業
を
予

算
化
す
る

こ
と
に
焦
点

を
置
き

ま
し
た
。

松
戸

市
は

、
少
し

前
ま
で

は

小

中
学
校
校
舎
や

保
育
所
の
不

足

、
浸

水
地
域
の
発
生
、
清
掃

工

場
や
し
尿

処
理

施
設
の
不
足

な
ど
、
人
口
の

急
激
な
増
加
に

よ

っ
て
公
共

施
設
の

整
備
が
追

健やかな成長を願って

マ
手
続
方
法
・：
市
役
所
市
民
課

・

援
護
課
・
各
支
所
窓
口
で
随
時

受
け

付
け
ま
す
。

マ
必
要
な
も
の
＝
ゐ

印
鑑

②
申
請

者
の
加
入
し
て
い

る
年
金
の
種

類

・
記
号
番
号
・
加
入
年
月
日

（
年
金
手
帳
胼
痔

参
し
て
下
さ

い

）
③
申
請
者
の
加
入
し
て
い

る
健
康
保
険
の
種
類
・
記
号
番

号
・
加
入
年
月
日

（
保
険
証
を

持
参
し
て
下

さ
い
）
④
申
請
者

名
義
の

市
内
金
融
機
関
名
と
預

金
口
座
番
号
（
通
帳
表
面
の
コ

ピ
ー
タ
痔

参
し
て
下

さ
い

）
⑤

(別表)

い
つ
か
ず
、
こ
れ
等
の
問
題
を

解
決
す
る
こ
と
を
重
点
施
策
と

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。こ
れ
ま
で
三
回
の
五
か
年
計

画
の
遂
行
に
よ
り
、
今
や
こ
れ

等
の
問
題
は

解
決
、
又
は
解

決
の
見
通
し
が
は
っ
き
り
し
て

昭
和
六
十
三
年

一
月

一
日

現
在

松
戸

市
に

住
民
登
録
を
し
て
い

な
い
人
は

、
児
童
手
当
用
所
得

証
明

書
が
必
要
で

す
。

※
そ
の

他
添
付
書
類
が
必
要
に
な

る
場

合
も
あ
り
未
了
。

※
現

在
受
給
中
の
人
で

小
学
校
に

入

学
す
る
児
童
（
平
成
元
年
四

月

一
日
現

在
）
が
い

る
場
合
は

、

資
格
喪
失
ま
た
は
手
当
の
額
が

変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

（
変
更
に
な

る
人
に
は
、
四
月
に

入

っ
て

か
ら
通
知
を
し
ま
言

。

マ

詳
細
・
＝
援
護
課
援
護
係

昭和63年度児童手当(特例給付)所得制限表

扶養

人数

所 得 控 除 後 の 金 額

①国民年金または 未

加入の人

②厚生年 金等に加入

の人

３人 2,324,000 円 4,325,000 円

４人 2,624,000 円 4,625,000 円

５人 2,924,000 円 4,925,000 円

以 下り人 増すご とに300,000 円を 加算する

③控　除　 額　表

項　　　　　 目 各 控除1 件につき

障害・老年 者・勤労学生・寡

婦・寡夫
250,000 円

特別障 害者 330,000 円

老人扶養 親族 60,000 円

医療費 ・小 規模 共済等掛 金控

除 ・雑損
当該 控除 額の総額

・ ①と②の 制限 額の差 は会社で児 童手 当の補助

金を負 担している ためです。

※所得 控除後の 金額には、 退職 一山 林所 得・土

地などにか かわる 事業 所得､長 期･短 期の譲渡

所得金額を含 みま す。

来
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
年
か
ら
始

ま
る

第
四
次
総
合
五
か
年
計
画
で
は

、

今
ま
で
よ
り
レ

ベ
ル
の

高
い

、

二
十
一
世
紀
を
展
望
す

る
魅

力

あ
る
政
策
夕
遂

行
す

る
こ

と
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。

河

川
の
水
質
浄
化
や
緑
の
保
全
、

下

水
道
の
普
及
促
進
、
地
域
環

境
の
整
備
な
ど
の
要
望
が
強
く

表
明
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。

こ
れ
等
の
要
望
に
応
え

る
よ

う
策
定
さ
れ
た
第
四
次
総
合
五

か
年
計
画

に
盛
ら
れ
た
事
業
を

場
に
建
設
す
る
文
化
会
館
、
郷

土
博
物
館
、
美
術
館
、
新
松
戸

に
建
設
す
る
音
楽
ホ
ー
ル
な
ど

の
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
平

成
元
年
度
中
に
構
想
を
固
め
、

平
成
二
年
度
以
降
の
着
工
を
め

ざ
し
、
必
要
な
予
算
措
置
を
い

不
法
投
棄
は
や
め
よ
う

見
つ
け
た
ら
警
察

か
市
役
所
へ

山
林
、
空
き
地
な
ど
に
ゴ
ミ
を

不
法
投
棄
し
ま
す
と
、
捨
て
砌

れ

た
土
地
所
有
者
ば
か
り
で
な
く
、

付
近
住
民
ま
で
も
迷
惑
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

み
だ
り
に
ゴ
ミ
ダ
捨
て
る
と
法

律
に
よ
り
羂
や
ら
れ
ま
す
の
で
注

意
し
て
下
さ
い
。

と
言
え
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
等
の
大
型
事
業
は
、
か

ね
て
か
ら
準
備
を
進
め
て
来
た

も
の
で
す
が
、
い
よ
い
よ
実
を

結
ぼ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
し

て
、
是
非
共
私
の
手
に
よ
っ
て

完
成
さ
せ
、
御
期
待
に
応
え
た

水
と
緑
と
文
化
の
平
成
元
年
度
予
算
に
つ
い
て

宮
間
満
寿
雄

第
四
次
総
合
五
か
年
計
画
策

定
の
過
程
で
の
市
民
の
皆
さ
ん

と
の
対
話
の
な
か
で
も
、
文
化

施
設
の
設
置
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
、
高
齢
化
対
策
や
市
民
の
健

康
管
理
の
一
層
の
充
実
、
又
は

積
極
的
に
予
算
化
す
る
よ
う
努

め
た
次
第
で
す
。

例
え
て
申
し
ま
す
と
、
自
然

と
文
化
の
森
と
な
る
二
十
一
世

紀
の
森
と
広
場
の
三
か
年
以
内

完
成
、
二
十
一
世
紀
の
森
と
広

た
し
ま
し
た

。

河
川
の
水

質
浄
化
に
つ

き
ま

し
て
も
積

極
的
に

予
算
計
上
を

ば
か
り
、

新
年
度
か
ら
工

事
に

も
着
手
す

る
こ

と
と
し

ま
し

た
。

い
わ

ば
水
と
緑
と
文
化
の

予
算

い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

こ
の
夘
に
も
、
お
年
寄
り
の

在
宅
歯
科
診
療
の
開
始
、
市
立

病
院
の
第
三
次
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
の
拡
充
整
備
、
延
長
保
育

の
保
護
者
負
担
の
廃
止
、
幼
稚

な
お
、
ゴ
ミ
を
不
法
に
捨
て

る

人
を
見
か
け

た
ら
、
車
の

ナ
ン
バ
ー

な
ど
を
市
役
所
圭
た
は
警

察
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

ゴ
ミ
が
多
量

に
あ
り

、
処
理

方

法
が
分
か
ら
な
い
場
合
に
は

、
問

い

あ
わ
せ
て
下

さ
い
。

マ
詳
細
・
＝
清
掃
第
一
課
業
務
係

園
の

保
護

者
負

担
の

軽
減
を
図

る
た
め
の
教
材
費

補
助
の
増
額
、

戸
定
ヶ
丘
歴

史
公

園
の

二
か

年

以
内

の
完

成
、
既

存
小
中
学
校

校
舎
の
改

修
事
業
費
の
大
幅
増

額
、

商
工
会

議
所
と
の
提
携
に

よ

る
松
戸

駅
周
辺

地
域
活
性
化

推
進
事
業
な
ど

も
予
算
に

計
上

し
て

い

ま
す
。

こ

の
外
に
も
数
々
の

新
規
政

策
や

既
定
経
費
の
充
実
強
化

を

図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

紙
面
の
都
合
で
そ
の

全
部
を

網

羅
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

が
、
お
蔭
様
で
か
な
り
充
実
し

た

予
算
編
成
が
出
来
た

も
の

と

思
い

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、

予

算
が
議
決
さ
れ
た
後
、
広

報

に
よ

っ
て

お
知
ら
せ
し

ま
す

。

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

３月

４月

条
生
徒
作
品
展
＝・
三
月
二
十
三
日
上

一
十
六
日

４
菊
地
健
蔵
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
ス
ケ
ッ
チ
展
…
三
月
二
十
八
日
～
四

月
二
日

４

月
影
会
作
品
展
…
三
月
二
十
八
日
～
四
月
二
日

４

松
戸
水
彩
会
作
品
展
…
三
月
二
十
八
日
～
四
月
二
日

奉
第
九
回
松
戸
美
術
団
体
合
同
展
二
幽

月
四
日
～
九
日

濃
開
館
時
間
は
月
曜
・
祝
日
か
咥
く
、
毎
日
午
前
十
時
～
午
生
（
時

初
日
お
よ
び
最
終
日
に
は
変
更
も
あ
り
ま
す
。

（
文
化
ホ
ー
ル
容
6
7－
7
8
1
0

番
）

東葛飾旅券事務所に名称を変更

旅券事務所東葛飾分室は、４

月１日から東葛飾旅券事務所に

名称を変更します。

業務内容は従来と変わりませ

んが、４・５月の２ヵ月間、受

付時間が変更されます。

C〉新しい受付時間…毎週月・水

・金曜日( 祝日を除Ｏ 、午前

９時～11時30分と午後１時～

４時30分

E〉詳細…旅券事務所東葛飾分室

(松戸駅西口ちばぎんビル４

階) S66-4414 番

心配ごと相談

期日 会　　　場 時　　間

4/1 tt)小金市民センター 午前10時～
午後O時30分

３(月) 馬　 橋　 支　 所

午前10時

Ｓ

午後３時

４(火) 六　 実　 支　 所

５(水)
常　盤　笄Z　支　所

新松戸市民センター

６(荊 小金原市民センター

７廁

市　　　役　　　所
市民相談コーナー

14愬

21宙

28廁

国民健康保険料

収納員( 補 欠者) 募 集

t〉応募期限…３月30 日(木) まで

【〉対象…50 筬 までの心身ともに

健康で、収納業務に専 念でき

る女性

l〉定員…若干名

※補欠者の募集です。現在の収

納貝に欠員が生じたときに採

用します。

E〉詳細…国民健康保険課保険料

収納係

市
役
所
に
は
電
車
や
バ
ス
で

【〉詳細…社会福祉協議会Q68-

0503番

唯

今

開
会

中
の

三

月

定

例

市
議
会
に
お
い
て
は

、
平

成
元

年
度
予
算
、
即
ち

新
年
度
予

算

を
審
議
中
で
す

。

新
年
度
予
算
は
、
一
般
会

計

で

七
百
八
十
五
億
円

、
対
前
年

度
比
で
、
八
・
三
％
の
伸

び
と

な
っ
て
い
ま
す

。
こ

れ
に
国
民

健
康

保
険
や
下

水
道
事
業
な
ど
、

六
つ
の
特
別
会
計

、
病
院
や

水

道
事
業
な
ど
の
企
業

会
計

を
含

め
ま
す
と
総
額
は

約
一
千
三
百

六
十
四
億
九
千
万
円

と
な
り

、

前
年
度
に
対
し
、
六

・
二
％
の

増
と
な
り
ま
し
た

。

新
年
度
予
算
の

編
成
に
当

た

り
ま
し
て
は
、
平

成
元

年
度
か

ら
始
ま
る
魅
力
あ
る
街
づ
く
り

を
目
ざ
し
た
第
四
次

総
合
五
か

洗剤は無リンを使おう

三
月
は

、
市
役
所
駐

車
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で

、

ご
来

庁
の
際
に
は

、
電

車
・
バ
ス
な

芦
を

ご
利
用
下

さ
る
よ
ラ
お
願

い
し

ま
す
。

四
月
は
地
価
公
示
普
及
月
間

市
で
地
価
公
示
の
閲
覧
が
で
き
ま
す

国
土
庁
は
、
四
月
一
日
に
平
成

元
年
の
地
価
を
公
示
し
ま
す
。

都
市
計
画
区
域
内

余

内
全
域
）

で
標
準
的
に
使
わ
れ
て
い
る
土
地

価
格
を
公
表
し
、
売
買
の
目
安
に

す
る
の
が
目
的
で
す
。

国
や
地
方
公
共
団
体
が
公
共
用

地
を
買
う
場
合
の
買
収
額
の
基
礎

に
さ
れ
た
り
、
国
土
利
用
計
画
法

に
基
づ
い
て
土
地
売
買
の
届
け
出

が
あ
っ
た
場
合
の
知
事
の
取
引
価

格
審
査
に
使
わ
れ
ま
す
。

地
価
公
示
は
市
役
所
で

標
準
地
の
価
格
、
隣
り
あ
わ
せ

の
道
路
の
様
子
な
ど
を
細
か
く
書

い
た
関
係
書
面
は
、
市
役
所
計
画

課
と
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

だ
れ
で
も
自
由
に
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
詳
細
…
計
画
課
庶
務
係

平成元年度　児童手当

申請受け付け中



広報まつど広報まつど

の
人

数
が
多
い
腸

圧

霑

水
準

が

高
い
と

認
識
し
て
い

ま
す
。

〔
生
活
上
の

悩
み
〕

「
特
に

な
い
」

が
五
二

・
四
％

の
半
面

、
「
か
ら

だ
の
こ
と
」
で

悩
む

人
が
四
四
・
三
％
も

お
り
、

健
康
面
で

の
問
題
か
抱

え

る
人
が

多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

〔
定
住
意
向

〕

「
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
」
六
六
・

六
％

、
「
当
分
は

住
み

続
け
た
い

」

二

７

八
％
の
合

わ
せ
て

八
八
・
五

％

の
人

が
、
こ
の
ま
ま
市
内
に
住

み

続
け

た
い
と
し
て
い
ま
す
。

〔
専
用
部
屋
数
〕

個
人

ま
た
は
夫
婦
で

使
用
す

る

部
屋
数
で

す
が
、
「
一
室
」
二
五
・

七
％

、
「
二
室
」
二
四
こ

％

、「
三

室
」

一
八
％
の
順
で
し

た
。

〔
住
ま
い

で
困
っ

て
い
る
こ
と
〕

「
狹
い
」
一
六
・
七
％

、
「
周
囲

の
物
音

が
聞
こ
え

る
」

匸
于

五

％

、
「
日
当
た
り
が
悪
い
」

匸

一・

五
％
の
順
で
し

た
。

〔子供との同居〕
・
三
％

、
「
対
象
を
低
所
得
世
帯

に
し
て

費
用

を
無
料
に

す
る
」
二

Ｉ
％
の
順
で
し
た

。

〔
こ

れ
か
ら
の
老
人

福
祉
対
策
〕

老
後
の
生
き
が
い

仕
事
や
趣
味
な
ど
多
様
化

〔
今
の

暮
ら
し
に
求
め

る

生
き
が
い
〕

〔今の暮らしに求める生 きがい〕

老人 クラブや婦人 会等の
団体サー クルに参 加すること ６．０古ヶ崎

鈴木　正義

グ
ラ
フ
の
と
お

り
、
多
様
な
回

答
が
寄
や
ら
れ

ま
し
た

が
、
六
十

版画をとおして､ふれあいが

歳
代
の
人

は
仕
事
、
八
十

歳
代
以

上
の
人

は
テ
レ

ビ
が
大
き

な
割
合

卆
占

め
ま
し
た
。

〔
近
所
づ
き
あ
い
〕

「
顔
を
合
わ
せ

た
時
に
、
あ
い

さ

つ

卆
ず

る
程
度
」
三
五

・
五
％

、

「
た
ま
に
立
ち
話
卆
ず

る
程
度
」
三

四

・
六
％

の
順
で
し
た
。

〔
団
体
・
サ
ー
ワ
ル
ヘ
の
加

入
〕

「
入

っ
て
い

な
い
人

」
が
六
七
・

三
％

あ
り
、
「
入

っ
て
い

る
人

」
を

大
き
く
上

回
っ
て

い
ま
す
。

〔
団
体
・
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て

い
な
い
理
由

〕

「
仕
事
を
し
て

い

る
た
め
」
三
三

・
六
％

、
「
老
人
の

仲
間
入
り
は
ま

だ
早
い
」
三
〇
・
七
％
の
順
で

す
。

こ
の
傾
向
は

、
や
は

旦
（

十
歳

代
の
人
に
強
く
な

っ
て
い

ま
す
。

老
人
大
学
で
始
め
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
十
二
年
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
間
、
良
い
友
だ
ち
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

踊
り
な
ど
得
意
じ
ゃ
な
い
分
野
に

も
、
い
ろ
い
ろ
挑
戦
し
て
み
て
、

趣
味
だ
け
じ
ゃ
な
く
自
分
の
世
界
も
広
が
り
ま
し
た
。

家
の
中
に
閉
じ
込
も
っ
て
い
る
の
が
好
き
じ
ゃ
な
い
ん
で
、
積
極

的
に
外
に
出
が
け
で
い
ま
す
。

人
に
好
か
ね
て
、
社
会
に
役
立
つ
こ
と
を
す
る
よ
う
、
い
つ
も
自

分
に

言
い
聞
か
せ
て
い

ま
す
。

〔
子
供
の
有
無

〕

約
九
割
の
大
が
、
子

供
が
「
い

る
」
と
笞
凡
て
い
ま
す

が
、
一
人

暮
ら
し
の
人
の
三

割
以
上
は

「
い

な
い
」
と
答
え
て
い
ま
す

。

〔
子
供
と
の

同
別
居
〕

グ
ラ
フ
の
と
お
り

、
約
六

割
が

同
居
し
て
い
ま
す

。

〔
同
居
の

長
所
〕

「
い

ざ
と
い

う
時
に
安
ふ
」
四
一

・
七
％

、

「
家
族
が
多
く
に

ぎ
や

か
で

楽
し
い
」
が
二
五

・
四
％
の

順
で
し

た
。

〔
同

居
の
短
所
〕

『
食
事
の
好
み
が
違
う
』
、「
部
屋

数

が
足
り

な
い
」
、
「
生
活
の
時
間

が
合
わ

な
い

」
な
ど
の
意
見
が
多

く
な

っ
て
い

ま
す
。

〔
別
居
の
理
由
〕

「
別
に

暮
ら
す
方
が
楽
」
二
六
・

三
％

、
「
子
供
の
仕
事
の
都
合

」
一

九
・
六
％
、
「
健
康
だ
か
ら
」
一
六

・
三
％

、
「
住
宅
の
都
合
」
一
〇

・

八
％

、
「
生
活
の
し
か
た
が
違
う
」

一
〇
％

の
順
で
し
た

。

〔
子
供
の

居
住

地
〕

一
番
近
ぐ
に
住
む
子

供
の

居
住

地
は
、
「
市
外
（
都
内

・
近
県
）
」
四

丁

九
％
、
「
市
内
（
歩
い
て

十
分

以
上

）
」
二

丁

四
％

、
「
近
隣
（
歩

い
て

十
分
以

内
包

七
・
九
％
、「
別

楝
に

住
む
」
八
・
三
％
の
順
で
し
た

〔
子
供
と
の
連
絡
回

数
〕

過

半
数
が

「
週
に

Ｉ
、
二
回
程

度

」
子

供
と
連
絡
を
取
り
合

っ
て

い

ま
す
。

次
い
で
「
ほ

と
ん
ど
毎
日
」
、「
月

に

Ｉ
、
二
回
程
度
」
の
順
で
し

た
。

監
査
結
果
の
公
表

昭

和
六
十
三
年

度
の
定

期
監

査
及

び
随
時
監
査
（
工
事
監
査
）

結
果
の
概
要
を
次
の
と

お
り
公

表
し
ま
す
。

平
成
元
年
三
月
六
日

松

戸
市

監
査
委
員

高
田
　
　

守

原
屁

康
廣

松
井

貞

衞

池
田
　
　

潸

記

〔
定
期
監
査
〕

○
監
査

対
象
機
関
＝

総
務
部
、
企

画

財
政
部
、
秘
書
課
、
税
務

部
、

福

祉
部
、
厚
生
部
、
広
聴
部
、

す
ぐ
や

る
課
、
保
健
衛
生
部
、

経
済

部
、
農
業
委
員
会
事
務
局

、

市
議
会

事
務
局

Ｏ

監
査

対
象
事
項
＝
配
当

予
算
の

執
行
状
況

、
委
託
料

の
事
務
処

理
状
況

、
財

産
・
備
品

の
維
持

管
理
状
況

（
共

通
事
項
）
、
寄
附

受
け
入
れ
に

関
す

る
一
連
の

事

務
処
理
状
況
（
総
務
部
庶
務
課
）
、

職
員
住
宅
の
管
理
運
営

状
況

、

諸
手
当
等
の
認
定
及

び
支
給

状

況

（
人
事
課
）
、
電
算
利
用

計

画
及
び
実
施
状
況

（
事
務

管
理

課
）
、
工
事
検
査
の
実
施
及

び
結

果
の
状
況
（
工

事
検
査
室
）
、
防

災
の
総
括
的
事
務
の
状
況

（
防

災
課
）
、
市
債
の
発

行
状
況
（
財

政
課
）
、
共
用
物
品
の
購
入
及

び
払
出
状
況

（
管
財
課
）
、
市

税
の

賦
課
・
調
定
及
び
収
納
状

況

（
税
制
課
・
市
民
税
課

・
資

産
税

課
・
収
納
課
）
、
各
種
手

当
等
の

給
付

・
貸
付
状
況
、
扶

助
費
の

支
出
状
況
、
委
託
事
業

の
実
施

状
況

（
な
が
い
き
課
・

援
護

課
・
し

あ
わ
せ

課
・
福
祉

事
務

所
）

、
福
祉
施
設
の
管
理

運
営

状
況

（
な
が
い

き
課
・
し

あ
わ
せ
課

・
総
合
福
祉
会
館

・

養
護
老
人

ホ
ー
ム
）
、
国
民
年

金
印

紙
の
受
払
状
況

（
国
民
年

金
課
）
、
保
育
料
の

収
納

状
況

、

堡
『

所
の

維
持
管
理
状
況

（
保

育
所
課
）
、
療
養
費
及
び
高
額

療

養
費
等

の
支
給
状
況
、
国
民

健
康
保

険
料
の
収
納
状
況

（
国

民
健
康

保
険
課
）
、
こ
ど

も
の

遊

び
場
等
の

設
置
及
び
管
理
状

況

（
こ
ど

も
課
）
、
市
民
セ
ン

タ
ー
の
利
用

状
況

、
財
政
的
援

助
に
係

る
事

務
処
理
状
況

（
地

域
振
興
課
）

、
市
民
相
談
の
状

況
と
市
政
に

関
す
る
要

望
事
項

の
処
理
状
況
（
市
民
相
談
室
）
、

小金原老人福祉センタークラブ活動会員募集

金原老人柵祉センター(S44

―8270番）へ

※定員になり次第締め切ります

対象…市内在住の60歳以上の人

費用…無料

申込み…３月22日(水)から小

広
報
活
動
の

状
況
（
広
報
課
）
、

器

聿

項
の
受
理
と

処
理

状
況

子

ぐ
や

る
課
）

、
財
政

的
援

助
に
係
る
事
務

処
理

状
況

（
保

健
衛
生
課
）
、
各
種
検
針
事

業

等
の
実
施
状
況
（
健
康
管
理
課
）
、

老
人

医
療
費
の
支
給
状
況

（
老

人

保
健
課
）
、
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
等
の
利

用
状
況

（
健
康
増

進
セ
ン
タ
ー
・
衛
生
会
館
・
斎

場
・
北
山
市
民
会
館
）
、
日
常

生
活

用
具
貸
付

及
び
給
付
状
況

（
お
せ

わ
課
）
、
各
種
補
助
金

の
交
付

状
況

（
商
工

課
・
農
政

課
）
、
中
小

企
業
融
資
預
託
金

及

び
融
資
の

状
況

（
商
工
課
）
、

消
費
生
活
に

関
す
る
相
談
・
苦

情
の
処
理
状
況

、
公

設
卸
売
市

場
の
管
理
運
営

状
況

（
消
費
生

活
課
）

、
各
種

防
除

事
業
の

実

施
状
況
、
農
業
振

興
資
金
の

融

資
状
況

（
農
政
課
）

○
監
査
の
期
間
＝

昭
和
六
十
三

年

九
月
十
六
囗
～

同
年
十
二
月
二

十
三
日

○
監
査
の
結
果
＝

｀
苦

の
結
果
は

、

お
お
ひ

ね
適
切
と
認
め
ら

れ
た
。

な
お
、
次
の
事
項
に
つ
亶

配
慮

さ
れ
る
よ
之

器

す

る
。

〇
税
の
公

平
の
観
点
か
ら
課
税
に

つ
い
て

今
後
と
も
努
力
さ
れ
る

よ

之
器

甼

る

吊

民
税
課
・

資
産
税
課
）
。

〇
収
納

率
の

向
上
に
つ
い
て

は
、

鋭
意

努
力
さ
れ
て
い

る
こ
と
と

思
料
す

る
が
、
今
後
も
よ
彑

層
努
力
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る

（
収
納

課
）。

〔
随
時
監
査
（
工
事
監
査
）
〕

○
監
査
対

象
工

事

〇
高
柳
下

流
排

水
整

備
工

事

〇
高
木
小
周
辺

排
水
整

備
第
六

期
工
事

○
監
査
対

象
事
項
＝

設
計
基
準
の

状
況
、
設
計
図
書
等
及

び
設
計

見
積
の
適
否
、
施
工
計
画

・
エ

事
の
施
工
及
び
各
種
検
査
の

状

況

○

監
査
の

期
日

昭
和
六
十
三

年
十

一
月
二

日

○

監
査
の

結
果
＝

設
計

、
施
工

等

四
苦

対
象
事
項
に
か
か

お
る
監

査
結
果
は

、
お
お
む

ね
適
切
と

認
め
ら
れ
た
。

（
注

）
右
記
の
う
ち

、
総
務

部
・

企
画
財
政
部

・
秘
書
課

・
税
務

部
・
福
祉
部
・
厚
生
部

・
広
聴

部
、
す
ぐ
や

る
課
、
保

健
衛
生

部
に
か
か
わ

る
部
分
及

び
随

時

四
番

（
工
事
四
苦

）
に
つ
い
て

は
、
高
田
・
原
島
監
査
委

員
と

松
崎
・
石
井
前
監
査
委

員
が
監

査
を
実
施
し
た
。

クラブ名 募集人員囚 活　動　日 時　　閼

墨　絵 12
第１１３・４火曜日

午前佃時～正午

英会話 20

午後1 時～３時民　踊 20 第１ ・２・３水曜日

詩　吟 巧 第で・２・３木曜日

書 道 20 第1 ・3 木曜日 午前９時30分～正午

茶　道 10 第２・３・４木曜日
午前10時～正午

華　道 ５ 第１ ・３・∠Ｌ水曜日

常盤平・矢切老人福祉センタークラブ活動会員募集

～午後５時の間に、各センタ

一に申し込んで下さい。

※定員になり次第締め切ります

l〉対 象…市内在住の60歳以上の人

レ費用…無料

E〉申込み…８月21日( 火)午 前９時

市
内
に
住
む
六
十
歳
以
上
の
男
女
三
千
人
を
対
象

に
実
施
し
た
「
高
齢
者
実
態
意
向
調
査
」
の
結
果
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
内
の
高
齢
者
の
暮
ら
し
の
様
子
や
意

識
を
把
握
し
、
こ
れ
か
ら
の
長
寿
社
会
に
ふ
さ
わ
し

い
福
祉
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
資

料
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

調
査
は
大
き
く
分
け
て
七
つ
、
三
十
六
の
質
問
項

目
が
あ
り
、
二
千
七
百
五
十
二
人
か
ら
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
七
割
以
上
の
人
が
今
の
暮
ら
し
に
満

足
し
て
お
り
、
約
九
割
の
人
が
松
戸
市
に
定
住
を
希

望
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
行
政
へ
の
要
望
と
し
て
は
、
老
人
健
康
医

療
対
策
や
生
き
が
い
対
策
、
寝
た
き
り
老
人
対
策
の

充
実
を
望
む
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

調　査　方　 法 回 収 状 況

対　　 象 市内在住の60歳以上の男女3,000人 対 象 者 数 3,000

対 象者の

選 び 方

昭和63年7 月5日 現在の住民基 本台帳 から 、

各地区ごと の性別、年齢別の人口 構成比に

なら つて 抽出

回 収 票 総 数 2,819

集計不 能票数｀ 6Z

方　　 法
－

訪問留め 置き 、訪問回収(民 生委員に依 頼) 有効 回収 票数 2､ｱ52

期　　 閼
調査票配布 ：昭和63年８ 月１ 日

回収 ：８ 月詣日
有 効 回 収 率 91.796

明るい長寿社会を目指して

高齢者実態意識調査

〔
健
康
状

態
〕

グ
ラ
フ
の
と

お
り
、

『
ふ
つ

う
』

と
す
る
人
が

、
半
数
近

ぐ
い

ま
す

が
、「
病
気
で

通
院
し
て
い

る
」
人

も
三
三
・
七
％
あ
り
ま
し
た

。

〔
病
気
の
原
因

〕

「
高
血
圧
症

」
が
四
三

Ａ

％
で

最
も
多
く
、
次
い
で
「
心
臓
病
」
と

「
目
・
鼻
・
歯
の
病
気
」
が
二
三

・
七
％
で

並
ん
で

い
ま
す
。

〔
生
活
援
助
の
必
要
の
有
無

〕

日

常
生
活

を
夛

る
う
え
で

誰
か

の
手

助
け

を
「
必
要
な
し
」
と
す

る

人

が
約
七

割
を
占

め
ま
し
た
が
、

「
何
ら
か

の
手
助
け
が
必
要
」
と
答

え

た
人

も
四
人
に

一
人
い

ま
し
た
。

〔
誰
が
手
助
け
し
て
く
れ
る
か
〕

今
の
暮
ら
し
に
満
足
が
七
割
以
上

〔
今
の
暮
ら
し
の
満
足
度
〕

グ
ラ
フ
の
と

お
り
、
「
満
足
し

て

い

る
」
と

「
ほ

ぼ
満
足
し
て

い

る
」
人

が
合
わ
せ
て

主
（
・
四
％

あ

り
ま
し
た
。

〔
主
な
収
入
源

〕

生
活
を
支
え

る
主
な
収
入
源
は

、

「
年
金

・
恩

給
」

五
四

・
九
％

、

「
働
い
て

得

る
」
二
四

・
七
％
の

順
に

な

っ
て

い
ま
す
。

〔
生
活
水
準
〕

「
ぜ
い
た
く
と
は
言
え
な
い
が
、

暮
ら
し
に

必
要

な
も
の
は
お
お
か

た
満
た

さ
れ
て
い

る
」

が
七
六
・

五
％
と
大
半
で
し
た

。
特
に

家
族

〔いまの暮らしの満足度〕

不満 である ３．６

住

ま

い

４
人
に
３
人
が
一
戸
建
て
の
持
ち
家
に

〔
住
居
形

態
〕

グ
ラ
フ
の
と
お
旦

戸
建
て
の

持
ち
家
に
住
ひ

人
が
七

割
を
超
え

※円 グラフの単位％

〔住 居 形 態 〕

て

い
ま
す
。
こ
の
傾

向
は

、
市
内

の
居
住
年
数
が
三
十

年
以
上
の
人

に

多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

「
夫
ま
た
は
妻
」
四
五
％

、
「
娘
」

一
八
・
三
％
、「
息
子
の
嫁
」
一
七
・

二
％

の
順
で
し
た
。
ま
た
、
現
在

「
人
の

助
け
を

必
要

な
し
」
と

答
え

た
人

も
、
将
来
必
要
に
な

っ
た
時

〔
就
労
先
の
有
無
〕

グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
現
在
収
入

に

な
る
仕
事
を
し
て

い
る
人
は
三

人
に

一
人

と
な

っ
て

い
ま
す
。

特
に
六

十
歳
代
の
就
労
率
が

、

や

は
旦

咼
く
な

っ
て

い
ま
す
。

〔
仕
事
を
し
て
い

る
理
由

〕

「
生
活
の
た
め
」

三
九
・
五
％

、

「
健
康
に
良
い
か
ら
」

二
六
・
六
％
、

「
働
く
こ
と
に
生
き
が
い
を
感
じ

る
」

｝
三
・
九
％

の
順
で

し
た
。

〔
仕
事
の
継
続
意
向
〕

現
在

仕
事
を
痔

っ
て
い

る
人
で

、

今
後
も
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え

て

い
る
人

は
八
四
・
六
％

に
も
達

し
て
い

ま
す
。

〔
最
終
退
職
年
齢
〕

楽しいダンスに会話もはずみます

に
は

、「
配
偶
者
に
世
話
し
て
も
ら

う
」

と
考
え
て

い
る
人
が
半
数
近

く
い

ま
す
。
こ
の

傾
向
は
、
男
性

に
強

く
見
ら
れ

ま
す
。

〔
相

談
相
手
〕

「
家
族
」
が
七
〇
・
七
％

で
圧
倒

的
に
多
く

、
次
い
で

「
別
に
暮
ら

し
て
い

る
子
供
」
の

一
五

こ

％

で

し
た
。

最
終
退

職
年
齢
は
「
六
十
歳
代
」
三

八
％

、
「
五
十
歳
代
二

八
・
三
％

、

「
七

十
歳
代
」
一
三

・
四
％

の
順
で

し
た
。
特
に

女
性

の
場
合
、
個
人

差

が
大
き
い
よ

う
で

す
。

〔
仕
事

を
し

て
い
な
い
理
由
〕

「
高
齢
だ
か
ら
」
三
五

八

％

、

「
特
に
理
由
は
な
い
」
二
七
・
七
％

、

「
病
弱
だ
か
ら
二

七

・
七
％

の
順

で
し
た
。

〔
今
後
の
就

労
〕

「
働
け
な
い
」
が
過

半
数
か
占
め

、

「
働
き
た
く
な
い
」
二
二
・
六
％
と

「
働
き
た
い
二

一
〇
・
四

計

乖
（

き

く
上
回
り
ま
し
た

。

〔
老
人
福
祉
サ
ー

ビ
ス

を
受
け
る

人
の
費
用

負
担
に
つ
い
て

〕

「
所
得
に
応
じ
て

費
用
の

一
部

ま
た
は
全
部
を
負
担
す
る
」
三

一

に れからの老人福祉対策〕

］.健康な老人の生 きがい 対策

2.仕事の紹介 など就 労対 策

3. 老人用住宅対策

4.老人関係施設の 建設 ・充実

5.ひとり暮らし老人対策

6. 寝たきり老人対 策

7.痴呆性老人対策

8.老人健康医療対策

9.その他

10.特 にない

囗.無回答

〔就労先の有無〕

グ
ラ
フ
の
と
お
り
多
様
化
し
て

い

ま
す
が
、
老
人
医
療
対

策
を
四

二
・
五
％

の
人
が
、
力
を
入
れ
て

ほ

し
い

対
策
に
上
げ
て
い
ま
す

。

〔
老
人
福
祉
事
業
の
周
知
〕

支
給
」
六

八
・
四
％

、
「
老
人
福

祉
セ

ン
タ
ー
／

な
が
い
龠
室

」
四

八

・
九
％

、
「
老
人

ク
ラ
ブ
へ
の

助
成
」
四
四

・
九
％

の
順
に
周
知

度

が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

以
上

、
大
き
Ｘ

七
つ
に
分
け
て

の

調
査
結
果
を
基
に
、「
年
齢
・
居

住
年
数
・
家
族
人
数
」
の
三
属
性

に

注
目
す
る
と
次
の
二
つ
の
皿
蟄

層
に
分
け
ら

れ
ま
す
。

タ
イ
プ
Ⅰ

タ
イ
プ
Ｔ

は
、
若
く
比
較
的
新

し
い

層
で

、
自
立
志
向
が
高
く
仕

事
や
趣
味
に
積
極
的
で

す
。

し
か
し
、
高
齢
化
が
進
む
に
つ

れ
核
家
族
化
か

進
み

、
独

居
世
帯

や
夫
婦
世

帯
が
増
え

る
こ

と
が
予

想
さ
れ

、
生
活
様

式
を
保
障
す
る

対
策

が
重
要
と
な
り
ま

す
。

高
齢
者

が
不
自

由
な
く
、
普
通

の
生
活
が
送
れ
る
ケ
ア
付
き
店
宅

な
ど
の
供
給

が
、
必
要
不
可

欠
と

な
る
で
し

ょ
う
。

ま
た

、
熟
練
し
た

技
術
や
経
験

を
生
か
せ
る
よ
う
就
労
の
機
会
や

タ
イ
プ
Ｈ

タ
イ
プ
ー

／

7
5歳
以
上

6
0～
羂
歳

年
　
　
齢

3
0年
以
上

匐
年
以
上

居
住
年
数

６
人
以
上

２
人（

夫
婦
）

家
族
人
数

『
広
報
ま
っ

ど
』
か
ら

得
る
情
報

が
六
三
・
二
％
で

最
も
多
く
、
次

い

で
「
知
人
／

友
人
」
八
・
三
％

、

「
民

生
委
戸

五

こ

％

、「
家
族
や

親
せ
声

三
・
五
％
の

順
で
し

た
。

※常盤平老人福祉センターO86-0201番 ※矢切 老人福祉センター068-1241 内線36番

ｸﾗ ﾌ 名゙ 黔爽活 動 日 時　 閧

女 性囲 碁 ４ 第2･第4火曜日
午即o 時
～正午

詩　　 吟 ５
第2･第4
水曜日
午前9 襾3C汾
づ 勁3 竕

華　　 道 ５
第2･第４
金曜日
午後1 時
～3 時

社交ダンス气尸
第1･第3･
第4 土曜日

午刪0 時

～正午

将　　 棋 旬
月曜日を除
く毎日

午前句眄
～午後4 時

クラブ名 顋活 動 日 時 間

英 会 話 10

第訃第3･

第4 火曜日

午副O 襾

～正午

フラダンス ５ 第4 水曜日
午後1 時

～3 時

地
域
活
動
団
体
へ
の
加
入
の

機
会

の
提
供
な
ど
の
充
実

が
、
課
題

と

な
る
で
し
ょ
う
。

タ
イ
プ
Ⅱ

タ
イ
プ
Ⅱ
は
年
齢
が
高
く
、
子

供
と
の
同
居
志

向
や

定
住
意
向
も

高
く
な

っ
て
い
ま

す
。

地
域
と
の
つ
な

が
り
も
深

く
、

団
体
・
サ
ー
ク
ル
へ
の

加
入

率
も

高
く
な

っ
て
い
ま
す

。

し
か
し
、
高
齢
者
特

有
の

健
康

上

の
問
題
が
常
に
伴

っ
て
い

る
た

め
、
介
護
な
ど
健
康
保
健
面
で
の

対
策
を
中

心
に
、
在
宅
福
祉

サ
ー

ビ
ス
や
各
種
福
祉
施
設
の
充
実

が

課
題

と
な
り
ま
す
。

▽
詳
細
・
・・
な
が
い
き
課

タ
イ
プ
に
応
じ
た
施
策
を

行
政
へ
の
意
見
・
要
望

老
人
保
健
医
療
対
策
が
ト
ッ
プ

就
　
　
労就労
率
は
3
7％

健康状態〕

子
供
と
の
同
別
居

同
居
6
0％
・
別
居
の
方
が
楽
2
6％

踊
り
や
歌
謡
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
楽
し
く
毎
日
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

家
で
は
、
家
族
で
話
し
合
え
る
雰
囲
気
を
自
分
が
ら
つ

く
る
よ

う

に
し
て
い
ま
す
。

㈲
に
年
齢
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

い
つ
も
新
し
い
気
持
ち
で
、
若
い
人
が
ら
学
び
取
る
よ
う
心
が
け

て
い
る
ん
で
す
。

お
年
寄
り

も
若
い
人

も
、
自
分
の
こ
と
体
を
元
気
に
し
て
、
お
互

い
に
助
け
合
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

松　戸

伊能　富子

健
康
・
福
祉病院
通
院
者
は
3
4％

結果
報告

老人保健医療対策に期待

松戸に住みつづけたい人が9割

暮
ら
し
向
き
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破裂やヤケドの恐れも

生
活
の
知
恵

電
池
を
使
う
商
品
が
多
く
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
電
池

を
使
う
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

電
池
は
、
内
部
の
化
学
物
質
の
反
応
に
よ
っ
て
電
気

を
起
こ
し
て
い
る
の
で
、
取
り
扱
い
を
間
違
え
る
と
、

思
わ
ぬ
事
故
に
つ

な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

正
し
い
使
い
方
を
心
が
け
ま
し
よ
う
。

事
故
の
実
例

〈
電
池
の
破
裂
で
負
傷
〉

血
圧
計
に
付
い
て
き
た
ア
ル
カ

リ

ー
マ
ン

ガ
ン

電
池

（
単
三
形
）

が
消
耗
し
た
の
で

、
取
り

出
し
て

卓
上

に
お
い
た
と
こ
ろ

、
四

個
の

う

ち
一
個
が
破
裂
し
、
破
片

が
飛

び
散
っ
て
子

供
の
顔
面
に
当
た
り

、

負
傷
し

ま
し

た
。

こ
の
事
故
は
、
破
裂
し
た
電
池

が
古
い

も
の
で

、
ほ
か
の
Ｅ
個
よ

り
先
に
放
電
に
き
っ
て
し
ま
い
、

ほ
か
の
電
池

か
ら
逆

向
き
に
充
電

さ
れ
る
「
逆

充
電
現
象
」
を
起
こ

し
、
電
池
内
に
水

素
ガ
ス

が
充
満

し
た
こ
と
が
原
因
で
し
た

。

〈
電
池
の
漏
液
で

や
け
ど
〉

ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ナ
ー
に
入
れ
て

い
た

電
池

か
ら
液
が
漏
れ
、
そ
れ

に

触
れ

た
子

供
が
や
け
ど
を
し
た

と
い
う
例
か
あ
り
ま
す
。

漏
液
も
や
は
り
逆
充
電
現
象
が

起
き
た
際
に
発
生
じ
ゃ
す
く
、
ア

ル
カ
リ

ー
マ
ン
ガ
ン
電
池
で
は
水

酸
化
カ
リ
ウ
ム
、
マ
ン
ガ
ン
電
池

で
は
塩
化
亜
鉛
の
水
溶
液
で
す
か

ら
、
触
れ
る
と
か
ぶ
れ
、
ひ
ど
い

時
に
は
や
け
ど
し
ま
す
。

〈
ボ
タ
ン
形
電
池
の
誤
飲
〉

ボ
タ
ン
形
電
池
は
小
さ
く
、
乳

幼
児
が
誤
っ
て
飲
み
込
ん
で
し
ま

う
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

特
に
危
険
な
の
は
、
ア
ル
カ
リ

ボ
タ
ン
電
池
で
、
も
し
ア
ル
カ
リ

液
が
漏
れ
出
る
と
食
道
や
腸
に
穴

を
あ
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

万
一
、
子
供
が
電
池
を
飲
み
込

ん
だ
場
合
は
、
直
ち
に
医
師
の
診

察
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

マ
プ
ラ
ス

と
マ

イ
ナ
ス
は
必
ず

指

定
通
り
に
入

れ
る
…
電
池
の
向

ゴ
ミ
減
量
は
み
ん
な
の
工
夫
で

⑤

最
終
処
分
場
の

確
保
が
困
難

ゴ
ミ
減
量
に
つ
い
て
、
四
回

に
わ
た
り
ゴ
ミ
の
種
類
や
処
理

施
設
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
き

ま
し
た
。

ゴ
ミ
を
処
理
す
る
上
で
、
清

掃
工
場
な
ど
の
処
理
施
設
は
、

中
間
処
理
施
設
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

中
間
処
理
施
設
の
六
和
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
と
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
か
ら
は
焼
却
灰
が
、
資

源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら

は
不
純
物
が
、
日
暮
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
か
ら
は
圧
縮
梱
包
し

た
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
が
出
て
き

ま
す
。
こ
れ
ら
の
も
の
は
、
そ
の
ま

ま
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
埋
め
立
て
地
を
中
間
処

理
施
設
に
対
し
て
、
最
終
処
分

場
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
ゴ
ミ
を
処
理
す
る

に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
最
終

処
分
場
は
、
市
内
に
は
も
う
お

り
ま
せ
ん
。

現
在
、
松
戸
市
で
は
、
県
内

と
茨
城
県
の
民
間
最
終
処
分
場

に
焼

却
灰
や
不

燃

物
を

遲
ん
で

い
ま

す

。
こ
の
費
用
は
、

昭
和
六

十
三

年
度

分
の
見
込
み
で

約

四
億
五
千
万
円
に

も
な
り
ま
す

。

ゴ

ミ

減

量

で

経

費

の

節

減

を
ゴ
ミ
が
増
え
る

の
は
、
人
口
の

増
加

だ
け
で

は

な
く

、
経
済
情
勢
・
消
費
生
活

の
多

様
化
な
ど
様
々
な
原
因
が

考
え
ら

れ
ま
す
。

昭

和
五

十
二
年
度
か
互
（

十

二

年
度
の

十
年
間
で

、
松
戸
市

の
人

口
は
三

十
七
万
人

か
ら
四

十
四
万
人

と
一
九
％

の
増
加
で

す

が
、
ゴ
ミ

の
量
は
八
万

四
千

ノ
か
ら

十
二
万

七
千
少
と
五
一

％

も
増
え
て
い

ま
す
。

こ
の

ま
ま
ゴ
ミ
が
増
え
続
け

ま
す

と
、
ゴ
ミ

収
集
車
の
増
車

・
清
掃
工

場
の
増
設
・
最
終
処

分

場
の
確
保
な
ど
、
様
々
な
問

題

が
起
き
て

き
ま
す
。

今
や

ゴ
ミ

を
出
す
市
民
一
人

ひ
と

り
が
、
ゴ
ミ
に
つ
い
て
真

剣
に
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

時
期
に

き
て
い

ま
す
。

皆
さ
ん
の

家
庭
か
ら
出
さ
れ

た

ゴ
ミ
は

、
市
が
無
料
で
収
集

し

処
分
し
て
い

ま
す
が
、
ゴ
ミ

を
処
理

す
る
た
め
の
経
費
は
、

市
民
の

皆
さ
ん
の
貴
重
な
税
金

て
ま
か

な
わ

れ
て
い

ま
す
。

経

費
の

節
減
と
資
源

の
有
効

利
用
の
た
め
に

、
ゴ
ミ

を
減
ら

す
工
夫
と
実

践
を

皆
さ
ん
に
お

願
い
し
ま
す

。

（
清
掃
部
）

県内の最終処分場

北
ア
メ
リ

カ
原

産
の

落
葉
高
木

で
、
別
名
を
ア
メ
リ

カ
ヤ
マ
ボ
ウ

シ
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す

。

花
は
四
月
中
旬
か
ら
五
月
上

旬

に
咲
き
、
秋
に
は

紅
葉
し

赤
い

実

を
つ

け
ま
す
。

種
　
　

類

・
白
花
種

（
在
来
種
）
　・
紅
花

種

（
園
芸
品
種
）
　・
班
入
葉
種

・
シ

ダ
レ

枝
種
な
ど
が
あ
り
ま
す

。

手

入

れ

（

剪

定

）

落
葉
期
の
十
一
月
か
ら
三
月
上

旬

ま
で
に

、
伸
び
す
ぎ
た
枝
や
混

み

す
ぎ
た
小
枝

を
、
つ
ぽ
み
に
注

意
し
て
剪
定
し
て
形
を
整
え
ま
す
。

植

え

付

け

落
葉
期
に
行
い
ま
す

。
場
所
は

日
当
た

り
と
水
は
け
の
良
い
所
が

適
し
て
い
ま

す
。
小
苗
、
大
苗
共

に

匹
肥
と
し
て
腐
葉
土

、
堆
肥

な

庭
木
の
手
入
れ
と
増
や
し
方

（
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
）

ど
の
有
機
質
肥
料
を
施
し
ま
す

。

植
え
付
け
後
は
十
分
水

を
や

り
、

支
柱
を
立
て
て
幹
か
結
束
し
ま
す
。

施
　
　

肥

落
葉
期
の

十
二
月
か
ら
三
月
上

旬
に

寒
肥

と
し
て

油
か
す
、
骨
粉

な
ど
の

有
機
質
を
根
元
に
施
し
ま

す
。
小

苗
に

は
、
五
月
と
八
月
下

旬
に

油
か
す
と
化
成
肥
料
を
二
握

り
ぐ
ら
い

施
し

ま
す
。

増

や

し

方

実

生
、
挿
し

木
、
つ

き
木
で

増

や
せ
ま
す

が
、

実
生
が
一
般
的
で

す

。
播
く
時
期
は
三

月
中
旬

ご
ろ

で

、
苗
床
ま
た
は

鉢
に

赤
土
と
腐

葉
土
を
混

ぜ
た

も
の
に
播

き
ま
す
。

発
芽
は
四
月
下
旬

ご
ろ
か
ら

始
ま

り
ま
す
。
本
葉
一
〒

五
枚
で

密
に

茜

牙
し
た
も
の
は
移
植
し
ま
す

。

移
植
の
場
合
、

直
根
は

切
り
つ

め

ま
す

。
実
生
か
ら
開
花
ま
で
は

、

五
～
七

年
く
ら
い
か
か
り
ま
す

。

病

虫

害

と

防

除

病
害
と
し
て

は
、
六
月
～
九
月

に
か
け
て

ウ
ド
ン
コ
病
が

発
生
し

、

葉

が
白
く

変
色
し
ま
す

が
、
落

葉

直
前
の

時
期
で

は
樹
勢
に
影
響
は

あ
り

ま
せ

ん
。
防
除
法
は
、

ベ
ン

ト
レ
ー
ド
水
和
剤
を
発
病
後
一
週

間
お
き
に
二
上

二
回
散

布
し

ま
す
。

害
虫
は
、
ア
メ
リ

カ
シ
ロ
ヒ

ト
リ
。

コ
ウ
モ
リ
ガ
の
幼
虫
が
食
害
し

ま

す
。
防
除
法
は
、
ア
メ
リ

カ
シ

ロ

ヒ

ト
リ
は
、
デ
ィ
プ
テ
レ

ッ
ク
ス

ー
ス

ミ
チ

オ
ン
乳
剤
を
散

布
し
ま

す
。
コ
ウ
モ

リ
ガ
は
、
殺
虫

剤
を

使
っ
て
も
防
除
は
で
き
ま
す
が
、

や
り

方
が
難
し
い
の
で

、
樹
皮
を

む
い
て

幼
虫
を
取

り
出
す
方
法
が

適
し
て
い
ま
す

。

▽
詳
細
・
・・
公

園
緑
地
課
緑
化
係

つぽみに注意して剪定します

花
と
緑

電池の取り扱いにご注

意

ハイ・こちら内線600番

まちの話題をお知らせください。

東部消防署にお火無さま

県立松戸南高校生が製作

かわいい「お火無さま」が防火運動に一役

東部消防署では、手作りのひな人形を玄関

前に飾り、市民に防火を呼びかけました。

春の火災予防運動期間（２月28日～３月13

日）が、ちようど「桃の節句」にあたるため

署員の間から「お火無（ひな）さま」を飾ろ

うという声が出たものです。

人形の製作は、県立松戸南高校の美術部に

依頼。中国酒のっぽに紙細工の顔をつけ、蛍

光塗料で色をつけた５体が完成しました。

ひな段や看板も、署員たちが勤務の合間に

製作したもので、市民（学生）と職員の手作

りの合作。

かわいらしい顔で 火゙の用心。を訴える「お

火無さま」は、地元の人たちに大変好評でした。

人
形
の
製
作
は
、

美
術

部
員
六
人
で
二
週
間
以
上

か
か
り
ま
し
た

。

頭
の
形
を
つ

く
る
の
に⊆

胴
体
の
彩
色
に

一
番
苦

労

し
ま
し
た
が
、
出

来
栄
え

は
ま
あ
ま
あ
ざ
と
思
い

ま

す
。こ

の
よ
う
な
機
会

が
あ

れ
ば
、
ま
た
、
い
つ
で

も

協
力
し
た
い
で
す

ね
。

松
戸
南
高
校

岩

崎

将

司

よ
（
示

）

市

川

雅

美
１
（
二
年
）

き

は

よ

く

確

か

め

て

正

し

ぐ

入

れ

る

こ

と

が

大

切

で

す

。

逆

向

き
に

入

れ

た

電

池

は

、

破

裂

に

た

り
渊

液

す

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

古

い

電

池

と

新

し

い

電
池

を

混

ぜ

て

使

わ

な
い

＝
・
事
故

の

実

例

の
ぶ
つ
に
破
裂
、
漏
液
が
起
こ

る

原

因

と

な

り

ま

す

。「
電

池

の

取
り
替
え
は
一
度
に
全
部
を
」

と

メ

ー

タ

ー
が

言

う

の

は

、

こ

れ

を

防

ぐ

た

め
で

す

。

一
つ

の

機

器

に

は

同

じ

種

類

の

電
池
を
使
う
＝
筒
形
電
池
を
使

う

機

器

は

、

マ

ン

ガ
ン

電

池

、

ア

ル

カ
リ

ー
マ
ン

ガ
ン

電
池

の

ど

ち

ら

で

も

使

え

ま

す

が

、
混

ぜ

て

使

う

と

、
古

い

電

池

と

新

し

い

電

池

を

混

ぜ

た

と

同
様

に

力

の

強

弱

が

あ

る

の

で

、
事

故

の

起

き

る

原

因

と

な

り

ま

す

。

使
い

切
っ

た

電

池

は

、

す

ぐ

に

取

り

は

ず

す
・
・・
使

い

切

っ
た

電

池

は

漏

液

し

や

す

く

な

っ
て

い

る
の
で

、
早
く

取
り
出
し
て

下

さ
い
。
ま
た

、
長
期
間
使
用
し

な
い
時
も
機
器
か
ら

電
池

を
取

り
出
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

充
電
し
な
い
…
電
池
は
一
般
に

充
電
式
で

は
あ
り
ま
せ
ん

が
、

似
た
よ
う
な
形
で
充
電
式
電
池

も
あ
り
ま
す
の
で

、
表
示
に
注

意
し

ま
し

ょ
う

。
充
電
で
き
な

い

タ
イ

プ
の

も
の

を
誤
っ
て
充

電
す

る
と
、
破
裂
す
る
危
険
が

あ
り
ま
す
。

火
の
中
に
入
れ
な
い
…
電
池
を

加
熱
し
た
り
火
の

中
に
入

れ
る

と
、
内
容
物
が
急
激
に
膨
張
し

て
破
裂
し
ま
す
。
使
用
済
み
の

電
池
を
捨
て
る
際
は
、
ポ
リ
袋

ま
た
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、

「
有
害
ゴ
ミ

」
と
明
記
し
て
集

積
所
に

出
し
て
下

さ
い
。

ボ

タ
ン

型
電
池
は
幼
児
の
手
の

届
か
な
い
と
こ

ろ
に

置
く

詳
細
・
：
消
費
生
活

課
消
費
生
活

係

事
故
を
防
ぐ
た
め
に



平成元年３月２０日広報まつど

日 本 脳 炎 予 防 接 種

生まれの人には初回接種2回分、

59年４月２日から60年４月１囗

生まれの人には、追加接種１回

分の問診票をそれぞれ３月下句

に送りますので申し込む必要は

ありません。ただし３月１日以

降に住民登録をしている人は、

必ず申し込みをして下さい。

【〉詳細…保健衛生課予防衛生係

【〉申し込みをする人…４歳以上16

歳未満で基礎免疫または追加免

疫を終了していない人で問診票

を持っていない人

斑以前の問診票を持っている人は、

それが使用できますので早めに

受けて下さい。

|〉申し込まなくてもよい人…昭和

60年４月２囗から61年４月１日

日　 程　表

会　　　　 場 期　　　　　　　　　　　　 日 時間

衛　　 生　　 会　　 館 4/17(B) 4/28忠 5/10冰） 5/24(刺 6/6関 6/19C月) 7/170 7/26冰）

午

後
１
時

15
分
Ｓ
午

後
２

時

30
分

五香市民センタ ー 4/12團 4/25詢 6/28冰） 7/11C刈 7/1絽

松 飛台 市民 セ ン タ ー 4/4 伏） 4/17回 6/5(J月) 6/16R 6/26側

小 金北 市民 セ ン タ ー 4/12團 4/2徂 7/5 團 7/14gS7/21削

東 部 市 民 セ ン タ ー 4/1耿）4/21窟 6/21冰）7/4W 7/13困

馬 橋柬 市民 セ ン タ ー 4/12團 4/24(1月) 7/4W 7/12(加 7/21刪

健 康 増 進 セ ン タ ー 4/5團 4/1畋） 6/14C刳 6/27㈲ 7/5 伽

常 盤平 市民 セ ン タ ー 4/1魴）4/28R 5/12瀏 5/23㈲ 6/2 宙 6/13(刈 7/7 瀏 7/20困

明 市 民 セ ン タ ー 4/6困 4/1駲 6/29困 7/11(火) 7/20困

＼古ヶ詒市民センター 4/6困 4/19團 6/2貂 7/1 KM 7/20困

稔 台 市 民 セ ン タ ー 4/12團 4/25禺 5/19R 6/1附 6/15'困

小 金原 市民 セ ン タ ー 4/7白 4/20附 6/30愬 7/13ffl7/25図

新 松戸 市民 セ ン タ ー 4/14閨 4/27附 5/9(刈 5/19R 5/316)06/9 刪 6/23R 7/7 刪

小 金 市 民 セ ン タ ー 4/11㈲ 4/21瀏 6/2 圀 6/15附 6/23自

＼馬 橋 市 民 セ ン タ ー 4/13附 4/26冰）5/12R 5/24團 6/7團

六 実市民 センター別 館 4/18㈲ 4/2噬 6/2 廊 6/15附 7/6困

二十世紀が丘市民センター 4/10(月) 4/21瀏 6/28冰）7/10(月) 7/18関

不

用

品

交

換

情

報

○

今

回

掲

載

分

の

紹

介

マ

申

込

方

法
・
・・
締

め

切

り

は

三

月

二

十

四

日

（
当

日

消

印

有

効

）

①

希

望

品

名

②
住

所

③

氏

名

④

電

話

番

号

（
昼

間
の

連

絡

先

）
を
（

ガ

キ

に

明

記

。

（

ガ

キ

ー
枚

に

品

名

一

点

の

み

マ

相

手

の

紹

介

…

月

末

に

抽

選

を

行

い

、
当

選

者

だ

け

に

電

話

連
絡

し

ま

す

。

紹

介

後

は

自

主

交

渉

と

な

り

ま

す

。

マ
申

込
先

亠

丁
二

七

一

松

戸

市

根

本

三

八

七
－

五

松

戸

市

役

所

消

費

生

活

課

〔
家
具
類
〕
◆

籘
回
転
匣

い
ず

四

千
円
・

セ
ミ

ダ
ブ
ル

ベ

″
ド

五
千

円

◆

皮

応
接

い

す

三
脚

六
千
円
◆
ソ
フ

ァ
四

人
掛
堕
（

千
円
◆

電
話
台
二
千

円
◆
ス

リ

ッ
パ
ラ

″
ク
五

百
円
◆
サ
イ
ド

ボ
ー・
ド
二
千
円

〔
電
気
製
品

〕
◆
冷
蔵
庫
一
万

円

◆
洗
濯
機
一
万

円
◆
こ
た
つ

三
千
円
◆
加
湿
器
五
千
円

や
洋

裁
専
用
ア
イ
ロ
ン
一
式
四
千
五

百
円
◆
和
裁
用
こ
て
千
二
百
円

〔
子
ど

も
用
品

〕
◆

籐
い
す
七

百
円
◆

ベ
ビ
ー
ベ

″
ド

ー
万
円

◆
小

学
生
用
い

ず
無
料
◆
学
習

机
五
千
円

◆
ベ
ビ
ー
力
士

二
千

円

・
五
千

円
◆
マ
マ
マ

・
Ｉ
ト
冬

物
五
千
円

◆
籐
ロ
ー
チ

作
上

一

千
円

◆
歩
行
器
千
円
◆
お
食
い

初
め
食
器
二
千
円

〔
ス

ポ
ー
ツ

・
楽
器
〕
◆
ス
キ

ー
板
一
万

円
◆
ピ
ア
ノ

無
料
◆

電
子
オ
ル
ガ
ン
千
円
◆

鉄
道
模

型

（
Ｎ

ゲ
ー
ジ
）
　一
万
円
◆
セ

パ
レ

ー
ト
ス
テ
レ

オ
無
料

〔
日

用
雑
貨
〕
◆

編
み

機
一
万

円
・
五
千
円
◆

ポ
ー
タ
ブ
ル

ミ

シ
ン
五
千
円
◆

ボ

″
ク
ス

式
ミ

シ
ン

一
万
円
◆

カ
メ

ラ
三
千
円

◆
百
科
辞

典
無
料
◆
⑦
ガ
ス
ス

ト

ー
ブ
千
円

◆
英
文
タ
イ
プ
ラ

イ
タ
ー
千
円
◆
シ
ョ

″
ピ
ン

グ

々

一
千
円

◆
電
気
調
理
器
八
千

円

◆
灯
油
フ

″
ン
ヒ
ー

タ
ー一
千

円

◆
⑩
ガ
ス
オ
ー

ブ
ン
レ
ン

ジ

ー
万

円
◆

②
ふ
ろ
が
ま
一
万

円

○

次

回

掲

載

分

の

申

し

込

み

譲
り
た
い
人

は
、
品
物
の
詳

細
を

電
話
で

申
し
込
ん
で

下
さ

い

。
価
格
は

一
万
円

ま
で
で

す
。

原

則
と
し
て

、
衣
料
品
・
食

料
品

・
自
転
車
・
自
動

車
は
扱

い

ま
せ
ん
。
四
月
二
十
日

号
に

掲
載
し
ま
す
。

マ
申
込
期
限
二

二
月
二

十
三
日

采

）
ま
で

▽
申
込
先

…
消

費
生
活

課
消
費

生

活
係

あ
な
た
の
健
康

口
角
炎
は

、
口
角
び

り
ん
症
と

も
い
か

れ
、
日

常
よ
く
み

ら
あ
Ｉ
る

症
状
で

す
。

消
化

器
の
病
気
や
ビ
タ
ミ
ン
不

足

と
の

関
係
が
問
題
に
さ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
は
ひ

と
つ
の
独
立
し
た

病
気
で

は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
原

因
に
よ
っ
て
起
こ
る
口
角
の
炎
症

と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す

。

乳
児

、

小

児

の

口

角
炎

は

ウ
ィ

ル

ス

や

細

菌

に

よ

る

乳
児
の
口

角
炎
は
、
乳
児
が
風

邪

を
ひ
い

た
り
、
発
熱
し
た
と
き

に

疱
疹
ウ
イ
ル

ス
の

感
染

が

あ

り

、

歯

肉

口

内

炎

に

ひ

き

つ

づ

い
て

口

角

炎

を

お

こ

し

ま

す

。

た

い
て

い

、

抗

生

物
質

軟

胥

使

用

で

、
二

週

間
ぐ

ら

い

で

治

り
ま

す

。

小

児

の

口

角

炎

は

、

皮

膚

や

口

腔

、
咽

頭

の

ブ

ド

ウ
毬

困
、
レ

ン

サ

球

菌

に

よ

っ
て

お

こ

り

、
汚

い

黄

色
い

か

さ

ぶ

た

と

、

び

ら

ん

が

主

な

症

状
で

、

と

き

胃
腸
の
病
気
な
淤
至

身
的
な
影
響

や
入
れ
歯
が
よ
く
合
わ
な
か
っ
た

り
、
口
腔
内
の
病
気
の
た
め
絶
え

ず
唾
液
が
流
れ
で
る
た
め
、
カ
ン

ジ
ダ
の
発
育
に
好
適
と
な
っ
て
口

角
炎
が
お
こ
り
ま
す
。

抗
真
菌
剤
軟
膏
は
発
症
時
に
有

効
で
す
が
、
原
因
を
と
り
除
か
な

い
と
再
発
を
く
眇
か
え
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

胃

腸
の
病
気

、

ビ
タ
ミ
ン
B
2
B
6
と
口
角

炎
口角炎について

に

は
、
口
、
鼻
、
眼
の
周
囲
に
と

び
ひ

と
な
っ
て

広
が
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

一
般
に
経
過
は
短
か
く
、
こ
れ

も
抗
生
物
質
軟
膏
使
用
で
、

一
～

二
週
間
で
洽
り
ま
す
が

、
ア

ト
ピ

ー
ー
性
皮
膚
炎
の
小
児
で
は

、
口
角

部
が
乾
燥
し
裂
け
目

が
で

き
、
細

菌
の
感
染
を
う
け

や
す
く

、
口
角

炎

な
ご
り
か
え
し

ま
す

。

成
人
の
口
角
炎
は

カ
ン
ジ
ダ
に
よ
る

成
人
の

口
角
炎
は
、
中
年
以
後

の
女
性
に
多
く
糖
尿
病
、
鉄
欠
乏

性
貧
血
、
抗
生
物
質
の

長
期
内
服
、

胃
腸
な
ど
消
化

器
の

病
気
が
あ

る
と
ビ
タ
ミ
ン
B
2
B
6
の

吸
収

が
わ
る
く
な
り
、
口

唇
炎

が
お
こ
り
や
す
く
、

さ
ら
に
口
角
炎
ま
で
進
み

ま
す
。

ま
た
、
胃
の
病
気
で
胃

篏
の
酸
度
が
低
く
な

っ
た

り
、
胃
炎
な
ど
で
唾

液
の

分
泌
が
少
な
く
な
り

口
腔

口
唇
の
乾
燥
と
食

欲
不

振

が
原
因
で

ビ
タ
ミ
ン
1
3
2・

1
3
6
が
不
足
す

る
と
細
菌
の

感
染

が
お
こ

り
や

す
く
、

と
く
に

レ
ン
サ
球
菌
に
よ

る
口

角

炎
と
な
り
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
ｍ

・
1
3
6
の
働
き
を
一

口
で
い
え

ば
皮
膚
や
粘
膜
の
新
陳

代
謝
を
盛
ん
に
し
、
毛
細
血
管
を

丈
夫
に

し
皮
膚
や
粘
膜
の
抵
抗
力

を

た
か
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し

た
が
っ
て
1
3
2・
1
3
6
が
不
足
す

る
と
皮
膚
や
粘
膜
が
弱
く
な
り
、

カ
ン
ジ

ダ
や
細
菌
に
よ

る
治

り
に

く
い

口
角
炎
が
お
こ
り
や

す
く

な

る
わ
け
で
す
。

口
角
炎
の
治
療
に
は

、
ビ
タ
ミ

ン
1
3
2・
1
3
6
を
十
分

と
る
こ

と
は
有

効
で
す
が
、
圭

夕
原
因
と
な
る
も

と
の
訶
気
を
巵

す
こ

と
が
必
要
で

す
。
　
　
　
　
（
松
戸
市
医
師
会
）

下
矢

切

一
月
下
旬
、
北
海
道
帯
広
市

で
、
第
四
十
四
回
国
体
冬
毒天

会
が
開
催
さ
れ
た
。
高
校
二
年

の
小
山
朋
昭
君
は
、
フ
ィ
ギ
ュ

小
　
山
　
朋
　
昭
さ
ん

ア
ス
ケ
ー
ト

少
年
男
子
の

部
に

出
場
、
見

事
、

優
勝
か
僞

っ
た
。

小

学
校
三
年
の

と
き
、
友
人

と
遊

び

に

行

っ
て

、

初

め
て

ス
ケ
Ｉ
ト
に
接
し
た

。
そ
し
て

お
も
し
ろ
さ
を
知

る
。
大
会
向

け
の
練

習
を
始
め
た
の

は
、
六

年
生
の
と
き
。

「
曲
に
合
わ
せ
て

演
技
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、

自
分

を
表
現

で
き
る
」
こ

と
が
、
ス

ケ

ー
ト

の
魅
力
だ
と
い
う

。

ス
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、
ジ
ャ

ン

プ
の
重
要

性
は

、
「
と
に
か

く
、
跳
ば
な
い
こ
と
に
は
い
い

点
数
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
と
、

小
山
君
も
話
す
ほ
ど
。

五
種
類
の
ジ
ャ
ン
プ
を
自
分

の
も
の
に
す
る
の
に
、
五
年
か

か
っ
た
。
途
中
、
「
中
学
二
年

の
と
き
だ
っ
た
か
な
あ
、
同
い

年
で
五
種
類
全
部
跳
べ
ち
ゃ
う

人
が
い
た
ん
で
す
よ
。
僕
は
二

種
類
に
箚

跳
べ
な
い
の
に
…
」

こ
ん
な
時
期
も

あ
っ
た
。

ジ
ャ
ン
プ
な

ど
の
技
術
面
の

ほ
か
に
、
最
近

で
は
芸
術
的
な

面
も
重
要
視
さ

れ
て
く
る
。

例
え
ば
衣
装

は
、
「
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
雑
誌
を

参
考
に
、
母
と

相
談
し
て
決
め

る
ん
で
す
」
と

の
こ
と
。

練
習
は
、
毎

日
五
時
間
ほ
ど

行
う

。
ス

ケ
ー
ト
中
心
の
生
活

を
送

っ
て
い

る
が
、
「
と
て

も

充
実
し
て
い

ま
す
」
と
満
足
そ

う
に
沃
素

。

で
も
、

休
日
に
は
暇
を
見
つ

け
て
友

達
と
出
か
け
た
り
、

家

で
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
を
し
た
り

と
、

リ
ン

ク
の

外
の
彼
は
、

ご
く

普

通
の

高
校
生
で

あ
る
。

現

在
小

山
君
は
、
「
ト
リ

プ

ル
ア

ク
セ
ル

」
と
呼
ば
れ

る
三

回
転
半

ジ
ャ
ン
プ
に
挑
ん
で
い

る
。
完

成
す
れ
ば
、
よ
り

豊
か

に

「
自
分

を
表
現
す
る
」
こ

と

が
で
き

る
。

今
日

も
彼
は
、
リ
ン

ク
へ

向

か
い
、
白

い
舞
台
の
上
で

自
分

を
表
現
し
て

い
る
。

施
設
あ
ん
な
い

新
松
戸
庭
球
場

新
松
戸
庭
球
場
は
、
主
水
地

区
に
あ
り
、
の
ど
か
で
環
境
の

よ
い
所
に
あ
り
ま
す

。

フ

ー
ト
は

全
天

侯
型

が
二
面

、

駐

車
場
も
完
備
さ
れ
て

ま
す
。

マ
利
用
時
間
・
＝
午
前
九
時
～
午

後
五
時

（
月
曜
日
は
休
み
）

▽
交
通
…
松
戸
駅
西
口
か
ら
京

欧

バ
ス
江
戸
川
台
駅

行
弌

主
水
池
下

車
徒

歩
一
分

マ
申
込
み
・
＝
新
松
戸

支
所
四
4
3

－

Ｑ
り
１
１
↑
上
番
へ

古ヶ崎
小 林　 利 也

テ
ニ
ス
は
、
毎
週
し
て
い
ま
す
。
こ

の
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
は
、
よ
く
利
用
し
て

い

る
ん
で

す
よ
。

静
か
で

い
い
所
で
す
ね
。

こ

れ
か
ら
陽
気
も
よ
く
な
り
、
体
が

う
き
う
き
し
て
き
ま
す

。

こ

の
よ
う
な
施
設
が
も
っ
と
い
っ
ぱ

い
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。

人

銀 盤 に 舞 う

譲
り
ま
す

健康ガイド



第７０２号 広報まつど

中国語学習会

お年寄り対象の映画会

E〉日時…３月29囗(水)午後１時

から

E〉会場…矢切老人福祉センター

(総合福祉会館内)

E〉対象…市内在住の60歳以上の

人

E〉費用…無料

E〉内容…｢ ダンプの母さんと６

人の子供達｣

E〉詳細…矢切老人福祉センター

Q68 ―1241番

おどり講習会

E〉日時…３月25日、４月１囗・

８日の各土曜日、午後１時～

４時

l〉会場…新松戸市民センター２

階和室

E〉費用…無料

l〉内容…富士山・松に夕力・は

ととぎす

E〉詳細…立詩吟舞踊愛好会・前

田S87 ―0492番

ふれ愛助け合い

親子映画会「宝島」

【〉日時…５月３日(祝)午前10時

からと午後２時からの２回

E〉会場…市民会館ホール

E〉費用…300円(４歳未満は無料)

E〉定員…各回1,200人

E〉申込み…往復ハガキに住所・

氏名・年齢・参加人数・午前

午後の別を記入し、〒260 干

葉市子葉港４－４全労済千葉

県本部｢ 親子映画会｣ 係( 昔

0472―42―8794番) へ

写　 真　展

【〉期日…4 月26 日休 卜30 日(日)

【〉会場…市民会館２階ロビー

【〉詳細…松戸文化写真展・八嶋

S62 ―3793 番

歌 謡 教 室

C〉日 時…①４月６日～11 月16 日

の毎週木曜日(22 回)② ４月７

日～11 月17日の毎週金曜囗(28

回) の ２コース、各コースと

も午後ら時45 分～８時45 分

【〉会場…青少年会館

【〉内容…① ポピュラー・歌謡曲

の合同指導②演歌の合同指導

l〉講師…①尚美学院講師・義井

孝之氏②松戸市音楽協会・田

代剛氏

【〉対象…市内在住・在勤で初め

て参加する人

【〉定員… 各コース35 人

E〉費用…月2,500 円

E〉申込み…４月１日(土) 必着で、

往復ハガキに住所・氏名・電

話番号･希望コースを明記して、

〒270 松 戸市新松戸南２－２

青少年会館内・松戸市音楽協

会( 登44 ―8556 番) へ

松戸市美術展

C〉搬 入日…８月５日(土)

l〉会 期… ８月８日(火卜20 囗(日)

【〉搬出日…８月20 囗(日)

E〉会場…文化ホール

※詳細は後ほど広報でお知らせ

します。

E〉詳細…社会教育課市民文化係

音楽の広場（コーラス）

【〉日時…３月28 日(火) 午 後１時

30分 ～３時30 分

【〉会場…市民会館音楽室

【〉費用…無料

【〉詳細…社会教育課市民文化係

専修大学松戸高校吹奏楽部

定期演奏会

E〉日 時…４月22 囗(土) 午 後２時

開場、２時30 分 開演

【〉会場…市民会館 ホール

【〉費用…無料

【〉曲目…｢ ウェール ズの歌｣ アル

フォード、厂ローマの祭｣ ほか

r〉詳細…我妻Q62 ―9101 番

春季市民軟式庭球大会

l〉日 時…４月16 日( 日)午前８時

30分受け付け、 ９時開始

E〉会場…栗ヶ沢公園庭球場

【〉対象…市内在住・在勤・在学

の人

1〉種目…男女 各Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ ラ

ン ク別

【〉費用…１チーム1,000 円

E〉申込み…４月１日(土) までに

振込用紙で

1〉詳細…軟式庭球連盟・小倉昔

45―0899 番

春休み天文教室

市民会館プラネタリウム室で

は、春休み天文教室を開催しま

す。

【〉日時…３月25 囗(土) 午 後５時

～８時30 分

【〉会場…市民会館

【〉対象…市内の小・中学生先着

80人( 必 ず保護者同伴のこと)

E〉費用…子供1 人100 円( 教材費)

E〉持ち物…はさみ・のり・ホチ

キス

E〉申込み…３月21 日(火) 午前10

時か ら電話で市民会館S68 ―

1237 番へ

初心者詩吟講座

E〉日 時…4 月５日･12 日･19 日･26

日の各水曜日、午後６時～８時

E〉会場…八柱市民センター会議

室

E〉定員…30 人

E〉費用…無料

E〉申込み…電話または当日会場

で

[〉詳細…鈴木061 ―1018 番

つかの閾の雪(３ 月８日)で市内は銀世界、でも春はもうそこまで

県立松戸東高校吹奏楽部

定期演奏会

【〉日時…３月30 日(木) 午 後５時

開場、５時30 分 開演

【〉会場…市民会館ホール

E〉費用…無料

【〉内容…｢ オセロＪＡ・リード、

｢ シンフ ォニーフォーバンド｣

Ｒ ・ジェイガーほか

【〉詳細…松戸東高校・林S86

0563 番

●市役所(66)1111# 常盤平支所(87)2131

,●小金支所(41) 5101 ･小金原支所(44)4151

●六実支所(85)0113R 馬 橋支所(45)2131

●新松戸支所(43)5111# 矢切支所(62)3181

●東部支所(92)3061

グラウンドゴルフ教室

【〉日晦 ‥３月26 囗(日)午 前９時

～午後１時

E〉会場…矢切小学校校庭

【〉対象…一般市民

E〉費用…無れ

※運動のできる服装で

【〉申込み…当日会場で

E〉詳細…体育指導委員り度辺 さ

63 ―8012 番

平成元年度

松戸市民野球選手権大会

開催のお知らせ

E〉日 時… ４月２日( 日)午 前８時

30分 から

E〉会場…運動公園野球場

【〉詳細…松戸市野球協会・高野

S41 ―9643 番

４月１日(土)から八柱地区で

「あいさつ日本一運動」が行われます。

街で出合つたらあいさつをかわしましよう。

軟 式 テ ニ ス 教 室

コ ー ス 時　 間 会　　 場 贊　　 用 定員 申　 込　 み

木　　 曜

コ ー ス

午前10時

Ｓ

正　　 午

栗ヶ 沢公園

庭　 球　場

12,000 円

( 一括納入)

各

20

人

３月23日困 午前10時

から 栗ヶ 沢公園庭球

場

土　　 曜

コ ー ス

金ヶ 作公園

庭　 球　場

14,000 円

( 一括納入)

３月25ヨ(土)午前10時

から 金ヶ 作公園庭球

場

日　　 曜

コ ー ス

３月26日旧)午前10時

から 金ヶ 作公園庭球

場

火　　 屏

ナイター

午後フ時

～９時

15,000 円

(一 括納入)
40人

３ 月28日(火)午後フ時

から常盤平 市民セン

ターで

【〉期間…４月～11 月

【〉対象…市内在住・在勤の人

【〉詳細…松戸市軟式庭球連盟・

木$5042 ―0803 番

E〉日時… ４月５日からの毎週水

曜日( １年間) 午後７時～９

時

※祝日・第５水曜日は除く

【〉会場…市民会館

【〉内容…基礎から初歩会話まで

E〉定員…30 人

【〉費用…入会金3,000 円,月2,500

円( ６ヵ月分前納) ， テキス

日弋実費(1,500 円 程度)

【〉申込み…３月23 日(木) 午後７

時～９時の[ほj市民会館で受け

付け

【〉詳細…松戸市日中友好協会・

赤坂fi41 ―9735 番

障害者に理解を

各 種 体 操 の お 知 ら せ

対象 種　　　 目 曜日 時　　 間 内　　　　　 容 定員

ｲ固人 ト レ ー ニ ン フ 毎日
午前９時～

午後４時

各自の体力 にあ つた基礎

体力づくり -

集

団

エ アロ ビ ク ス

ダ　　 ン　　 ス
木
午前10時 ～

11時30 分

音楽にの つてジョ ギング

を中心に体カフフツプ

各

60

人

ヨ ガ 体 操 火

午後IE侍30分

Ｓ

３時

体操と呼吸 法、めい 想で

健康回復

く つ ろ ぎ 体 操 木
座つたまま寝た ままで

できるやさしい体操

シエイプ フフツプ

体　　　　　 操
金

ボ ール、棒など 手具を 使

っ て体力づく り

【〉会場…健康増進センター

C〉費用…毎回300円(施 設使用料)

【〉期間…４月から翌年３月まで

E〉対象…市内在住・在勤で20 歳

以上の人

E〉申込み…電話で健康増進セン

ター昔65 ―5588 番 へ

ツベルクリン反応検査

ＢＣＧ予防接種

E〉申 し込む人…ＢＣＧ接種当日

４歳未満の人で、ＢＣＧを一

度も受けていない人。特に７

月27 日までに４歳になる人は

今回が最後ですので、忘れず

に申し込んで下さい。

昭和63年10 月 １日～平成元年

３月31 日生まれの人には次回

(７月中旬) に 通知します。

※ツベル クリン・ＢＣＧの問診

票を持っている人は、それを

利用して受けて下さい。

E〉申込み…ハガキで４月5日(水)

ま でに次の要領で

※初めての人は、健康増進セン

ターの健康増進指導コースを

受けて下さい（１年以上経過

した人も改めて受けて下さい）。

検査の結果、健康上支障なけ

れば、希望 の日から参加でき

ます。

会場
ﾂ ﾍﾞﾙｸﾘ

ﾝ反応検査
判定・Ｂ
ＣＧ接種

接 種 時 間

衛生
会館
４月18日

(火)

４月20日

困
午後1 時15分
～２時30分

【〉詳細…保健衛生課予防衛生係

愛 の 献 血

期日 会　　 場 時　 間 主 催

3/25
山

ＪＲ松戸 駅

東　　　 口 午前10時

Ｓ

午後４ 時

松戸 市

4/2

(日)

西友 常 盤 平

店　　　 前

( 桜召tつり会場)

松戸青年

会 議 所

【〉詳細…健康管理課業務係

救 急医 療 体 制　　 健 康 保 険 証 を忘 れ ず に ／

◆夜間急病診療所( 毎日)･午後8時～11時衛生会館内　　 昔68-3756番

◆待機病院( 毎日)･ 午後5時～午前9時テレホンサービス　啣Ｈ Ⅲ 番

◆緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時ﾃﾚﾎﾝｻｰ ﾋﾞｽ　　a6H010 番

◆休日歯科診療所・午前9時～正午　衛生会館内　　　　 容65弓430番

おしらせ

スポーツ

もよお

しもの
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